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     第1 章  基本土層

  調査区は、北側の標高92ｍの丘陵頂部から南側に下る斜面地と南側の低地部であり、各部分で土

層の堆積状況は異なる。丘陵頂部付近は、遺構と遺物が集中する範囲で、比較的層厚は薄く第Ⅱ層や

第Ⅴ層は断続的であり第Ⅵ層は欠層する。斜面部は、傾斜に沿って第Ⅴ層以上の各層がほぼ均一な層

厚で堆積する。低地部分は全層に層厚がある。特に端部では黒色土が厚い。土層の確認は、グリッド

ライン10の部分とグリッドラインＬの調査区境界部を深堀して確認した。以下に各層について記述

するが、第Ⅷ層は、基盤となる八戸火山灰層に相当し、第ⅧＡ層～第ⅧＦ層まで細分できる。

  第Ⅰ層 1．7/1 黒色土：表土層。現況が林地であり草根が多くしまりが非常に弱い。調査区内に

                     おいての層厚に大きな違いはない。

  第Ⅱ層 1．7/1 黒色土：砂質黒色土層。中掫浮石を微量に混入し、しまりは弱い。

  第Ⅲ層 10ＹＲ2/2 黒褐色土：中掫浮石を少量混入する。縄文時代の遺物を包含する。

  第Ⅳ層 10ＹＲ2/3 黒褐色土：中掫浮石を多量混入する。しまりは弱い。遺物の出土量が最も多く、

                           縄文時代前期から中期の生活面であったと思われる。

  第Ⅴ層 10ＹＲ8/6 明黄褐色土：中掫浮石層。上部層との混合が一部見られる。

  第Ⅵ層 10ＹＲ2/2 黒褐色土：中掫浮石粒と黄褐色浮石粒が少量混入する。

  第Ⅶ層 10ＹＲ2/3 黒褐色土：南部浮石層に相当する層である。しまりはやや強い。

  第ⅧＡ層 10ＹＲ4/4 褐色土：淡黄褐色浮石粒が少量混入する。縄文時代早期の遺構検出面である。

  第ⅧＢ層 10ＹＲ5/8 黄褐色土：淡黄褐色浮石粒が少量混入する。ⅧＡ層の漸移層。

  第ⅧＣ層 10ＹＲ3/3 褐色土：平坦部では欠損する。

  第ⅧＤ層 浮石層：粒径約3㎜から50㎜の浮石が密に堆積する。

  第ⅧＥ層 10ＹＲ5/6 黄褐色土：斜面の層厚は50㎝程度になる。

  第ⅧＦ層 10ＹＲ6/6 明黄褐色土



第 ２章 検出遺構と遺物

概 要

本調査で検出した遺構は、竪穴住居跡 ５軒、土坑１８基、掘立柱建物跡２棟、溝跡 １条、炭窯 １基、

である。遺構は、調査区北側丘陵の平坦地から緩斜面にかけて集中している。特に竪穴住居跡とフラ

スコ状土坑は約１０ｍ程隔たり、ほぼまとまった範囲内に検出されている。遺物についてもこれらの

遺構周辺から大多数が出土している。遺物から、 これ らの遺構は縄文時代中期後葉頃のものに比定さ

れる。大多数の遺構検出面は、第Ⅳ層の中掫浮石層の上面 とその下層面である。また、斜面部の第Ⅵ

層上面で、斜面に沿って ７基の土坑を検出している。検出面から縄文時代前期初頭から早期の時期の

ものと考えられる。以下に検出遺構について記述するが、炭窯に関しては現代の遺構であることか ら

割愛 した。溝跡に関 しては文章記載のみにとどめた。

第 １節 竪穴住居跡 （第 ３図～第 １１図）

前述 のよ うに、丘陵頂部 と緩斜面部分 に ３棟 を検出 している。第 ３号～ ５号竪穴住居跡は、掘 り込

み も浅 く、遺存状態 はそれ ほど良いとは いえな い。

第 １号竪 穴住居跡 （第 ３図～第 ５図）

［位置 と確認］Ｍ －１５・１６グ リッ ドに位置す る。丘陵頂部か ら斜面部にかかる緩斜面に作 られて いる。

北側 に第 ３号 ・第 ４号竪穴住居跡 がある。第Ⅳ層面 に暗褐色の不整なプ ランで検 出 した。

［平面形 ・規模］平面形状は不整な楕 円形で、規模は長軸４．５ｍ、短軸３．６ｍの東西方向に長い。深さは、

検 出面 か ら床面 まで最大６５㎝で ある。

［堆積土］ 褐色土を主体 にした土で ６層に分 け られ る。第 ２層は焼土であるが、面的 に焼 けている と

判断 されない。第 ５層中には、 地山の粘質土が細 ブロックで混入 してい る。第 ６層 は黒色土で、堆積

状態か ら自然堆積 と判断 されるが、他 の層は土質 と堆積状況か ら廃棄 された土 と思われ る。

［床 ・壁］ 床面は僅 かに起伏 があるもののほぼ平坦である。住 居中央か ら南側周壁 にかけてやや硬化

がみ られる。壁は、南北側で床面か らほぼ直 に立ち上が るが、東西壁は開 くよ うに立ち上が っている。

［炉］ 炉跡は検 出されなかった。

［柱穴 ・他］住居内か ら７個 の小穴 と小土坑 を検出 した。小穴 の形状は不整形 と円形の ものがある。

深 さは最大６０㎝で、浅 い ものは １０㎝ である。 この うち、配置 と規模 か らＰ １～ Ｐ４が住居の主柱穴

であつた もの と考 えて いる。 また、 Ｐ ６とＰ ７は住 居の長軸方 向の両端 に、斜めに掘 られて作 られて

いる。主柱穴 との間隔もほぼ均一である ことから、支柱 となる斜め材 の柱穴であったもの と考えている。

Ｐ ６は Ｐ ７に比べ深 さがな く、 Ｐ ５が補助 していた可能性 も考 え られ る。 Ｐ ８とした 小土坑 は８０㎝

×４０㎝の隅丸長方形で浅 いも ので ある。焼成 はな いが、配置か ら炉に関係 したものの可能性 がある。

［出土遺物］土器 ：周壁 に沿 うよ うに堆積土及び床面か ら第 Ⅱ ・Ⅳ群土器が破片 にして１７６片出土 し

た。 Ⅱ－Ｃ類土器 （４－１ ・３ ・５ ・６ ・８ ・７、 ５－１）、Ⅳ－Ｅ類土器 （４－１１・１０・９ ・２ ・４、

５－４ ・３）、Ⅳ－Ｄ類土器 （５－２）、Ⅳ －Ｆ類土器 （５－５）底部な どに分かれ る。 ４－１・２は色調 ・

胎土 ともに非常 に似通 って いる。 ４－３の文様モチー フは ４－１ ・２と同様 に ３条沈線を 口縁 に平行 に
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施し、そのまま沈線を垂下させている部分も見られる。4-4は縄文のみ施文した鉢である。4-6は

口唇部下に無文部分がある。口唇部には1条沈線が巡り、波頂部で渦巻文を描く。4-8は隆帯を貼

付け、その直下にも浅く広い平行沈線を2条巡らしている。4-7も同様に隆帯を貼り付けている。5

-1は口縁部に隆帯を貼付けて沈線を1条つけたと思われる。波頂部の沈線は渦巻文を呈している。4

-11は波状口縁と思われるが、4-9・10は不明である。4-10は口縁部がわずかに外反する器形である。

5-4はＬＲ縄文を多方向に回転施文している 。 5-2は外器面を縦方向に幅約1㎝の間隔で磨く。 5-

3はⅢ-Ｂの可能性もある。
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 石器：堆積土より敲石 2 点が出土した。（5 - 6・ 7）いずれも、

 楕円形でやや器厚のある自然礫を素材とする。石質は2点ともに

 安山岩である。5-6は、器面に3つの連続する深い凹み、側縁

 と端部に敲打痕を持つ敲石Ⅱ類である。5-7は器面のほぼ中央

 に敲打痕を持つ、敲石Ⅰ類である。Ｐ-4の堆積土中からは削器・

 掻器Ⅲ類が出土した。（5-3）石質は珪質頁岩で、礫面を残す側

 縁に微細剥離を持つ。

 ［小結］床面出土遺物から縄文時代中期後葉榎林式の住居跡と考

 えている。

   



第 ２号竪穴住居跡 （第 ６図）

［位 置 と確認］調査 区北側 Ｊ－１５グ リッ ドに位 置する。丘 陵頂 部平坦面 の切れ 際に作 られて いる。

西側 の ３軒 の竪穴住居跡か ら１０ｍ程離れてある。 第Ⅳ層面に黒暗褐色 の不整な プランで検出 した。

［平面形 ・規模］平面形状は北側がすぼ まる不整な円形で、規模は南北約３．３ｍ、東西約 ３ｍである。

検 出面か ら床面 までの深さは２０㎝ 程である。

［堆積土］褐色土 を主体に した土で ４層に分 け られ る。全層 に地 山の粘質土が細ブ ロックで混入 して

いる。土質 と堆積 状況か ら廃棄 された土 と思われ る。

［床 ・壁］住居南側の床面は平坦 であるが、 北側 は起伏が あ り２段 に低 くなっている。周壁 は床面か

らやや 開 くように立ち上が っている。

［炉］住居 のほぼ 中央部 に地床 炉を検 出 した。 規模は５０㎝ ×４０㎝ の楕円形で、床面 を１０㎝程の深 さ

に掘 り窪めた中で火が焚かれ ている。

［柱穴 ・他］住居 内か ら１０個 の小穴を検 出 した。小穴 の形 状は円形 と楕 円形で、大 きさは最大４５㎝

か ら１６㎝で ある。深 さは最 大 Ｐ １の６４㎝で、浅 いものは１０㎝ 程である。 形状は異な るものの Ｐ １と

Ｐ ３、 Ｐ２とＰ４の深 さは同じ位 で、配置か らＰ １～ Ｐ４が住居の主柱穴であったものと考えている。

また、 Ｐ ５は、 Ｐ １とＰ２の中間に作 られてお り支柱な いしは主柱穴の補助 的柱穴 であつた もの と思

われる。

北側の周壁直下 に作 られた Ｐ８～ Ｐ１０は、規模的にほぼ同 じで ３個で機能 して いた ものと考えている。

［出土遺物］ 床面か ら第Ⅳ－Ｅ類土器が １点 出土 した。第 ６図 １は胴 部片で単節ＬＲ縄文 を横位 に回転

施文する。被熱 による剥離が一部見 られ る。

［小結］床面 出土遺物か ら縄文時代 中期後葉榎林式の住 居跡 と考 えている。

第 ３号竪穴住居跡 （第 ７図 ・第 ８図）

［位置 と確認］調査 区北側 の平坦部 Ｌ ・Ｍ －１４・１５グ リッ ドに位 置する。第 １号竪穴住居跡、第 ４

号竪穴住居跡 に近接す る。第Ⅳ層面で検 出 した。

［平面形 ・規模］やや南東 に傾斜する地形のため、 北 ・西壁 の一部が残存す る他は周壁が確認できな

かったた め、平面形は不明であ るが、概 ね不整円形 または楕 円形 と思われ る。周壁の残存部は西辺 で

約２．４ｍ、北辺で約 １．８ｍであ る。

［堆積土］住居内堆積土は暗褐 色土主体 の単 一層で ある。

［床 ・壁］床面は起伏が多い。 第Ⅳ層面を床 面に している。遺存状態は極めて悪 く、北壁、 西壁で緩

や かに立 ち上が りが残る程度である。検 出面か らの壁 は約 １０㎝ の高 さで あるが、明瞭でない。

［柱穴］ 住居内 と思われ る床面範 囲か ら１１個 の小穴を検 出 した。 Ｐ １ ・Ｐ ２ ・Ｐ４ ・Ｐ６ ・Ｐ ８は

配置 と規模、深 さか ら主柱穴 と考 え られ る。 断面形状 は台形 と長方形である。床面か らの深 さはＰ ８

の最小２７㎝か らＰ １の最 大５１㎝で、平均す る と約４０㎝ の深 さがあ る。 Ｐ ５とＰ ７は規模 と形状か ら

柱穴 に類す る、補 助的機能 を持 った もの と考 え られ る。 Ｐ３とＰ１０は住居 の中央付 近に位 置 し、５０

㎝～８０㎝の規模 をもつ ことか ら柱穴以外 の用途 も考 え られ る。

［炉］検出されなかった。

［周溝］ 北壁 直下でわずか に確認 された。残存部の幅２０㎝～２４㎝、深 さは約 １０㎝である。

－ ６５ －
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［出土遺物］土器：堆積土から縄文土器1個体と土器片95片が出土した。Ⅳ-Ｅ類（8-1・2・3・

4・5・6・9）、Ⅳ-Ｃ類（8-7）、Ⅱ-Ｃ類（8-8・13・14）、Ⅳ-Ｅ類（8-10・11・12）色調は

黒褐色である。どれも器面全体にススが付着している。口縁付近で緩く外反する器形である。8-4

は口縁部に粘土をつけてナデ調整をしている。8-6は口縁がほぼ直立する器形である。縄文を回転施
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文した後、ヘラ状工具で器面を軽くなでる。8-7は縄文施文後に口縁部を折り返している。口縁部

に粘土をつけてナデ調整をしていることから、同一個体と思われる。8-13・14は縄文施文後に粘土を

 使って肉彫風に線を浮き立たせている。文様は直線、弧状を描く。8-8は縦位の沈線が施されている。

石器：堆積土から台石と石皿の欠損品が出土した。（7-1）石質は安山岩である。Ｐ12 の堆積土から

削器・掻器Ⅲ類が出土した。（7-2） 石質は珪質頁岩で、器体の端部に微細剥離を持つ。

 ［小結］出土遺物が床面近くから出土しており、住居廃絶後に投棄された土器とも考えられるが、堆

積状況を考慮すると時期差はあまりないと思われ、縄文時代中期後葉榎林式の住居と考えられる。

第4号竪穴住居跡 （第9図）

 ［位置と確認］調査区北側の平坦地Ｎ－14グリッドに位置する。第1号住居跡の北西、第3号住居

跡の西に近接する。第Ⅷ層面で検出した。遺存状態は悪い。

 ［平面形・規模］やや南に傾斜する地形のため、北辺以外の壁は確認されなかったため、平面形、規

模とも不明であるが、円形もしくは楕円形と思われる。北辺残存部の規模は約3ｍである。

 ［堆積土］住居内堆積土は3層に分層される。黄褐色土主体で、炭化物が第1層と2層に混入する。       

［床・壁］床面と思われる部分は起伏が多い。第Ⅷ層面でやや硬化した面を確認した。北壁に相当す

ると思われる部分がわずかに確認された。床面から７㎝程の高さで立ち上がりは明瞭でない。

［柱穴］小穴を５個検出した。いずれも規模にバラツキがあり柱穴とは断定し得ない。

［炉］検出されなかった。

［遺物］出土しなかった。

［小結］検出状態と硬化した床面から住居跡に含めた。遺存状態がわるく、出土遺物もないことから

断定できないが、前述の各竪穴住居跡とほぼ同時期と考えられる。
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 第5号竪穴住居跡 （第10図・第11図）

［位置と確認］調査区北側の平坦地Ｊ・Ｋ－7・8グリッドに位置する。住居跡南東側にカクラン痕

が見られた。第Ⅷ層面で検出した。遺存状態は悪い。

 ［平面形・規模］ 東側に傾斜する地形で、遺存する壁は南辺約 1．6ｍ、北辺約 1ｍ、西辺約 4.6ｍであり、

ほぼ不整楕円形となるものと思われる。

［堆積土］ 2層に分層される。第1層中には炭化物が混入する。第2層中には南部浮石が混合する。

［床・壁］床面はやや起伏があるが、ほぼ平坦である。第Ⅷ層を床にしている。北壁で14㎝～18㎝、

西壁で13㎝～28㎝程である。

 ［柱穴］  遺存する壁の内側から、10個の小穴を検出した。Ｐ1 からＰ4、Ｐ9 は主柱穴と思われる。

また、Ｐ6とＰ7は形状と深さから、主柱穴の補助的機能を持つと思われる。

［焼土］長軸70㎝、幅40㎝程度の範囲で検出した。

［周溝］西壁直下に巡っている。最大幅30㎝で深さ6㎝～17㎝である。

 ［出土遺物］ 土器：住居内堆積土からⅣ－Ｄ類土器 2 片を出土した。（11-1・2）いずれも胴部片で

ある。1は底部付近の破片と思われ、下部で断面が厚くなる。1と2は色調・胎土等の違いから、異

なった個体と思われる。
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石器：床面から磨製石斧が 1 点出土した。（11-3）石質は緑色凝灰岩である。刃部の一部を欠損するが、

残存する形状から片刃の石斧であったと思われる。

 ［小結］堆積土出土遺物から、縄文時代中期後葉頃の住居跡と思われる。

第 2 節  土   坑 （第12図～第18図）

  本調査では総数18基の土坑が検出された。主に調査区の北側丘陵の頂部である緩斜面に集中して

検出したほか、斜面部にはほぼ等間隔で構築されているものもある。時期的には、出土遺物や検出面

から、縄文時代中期後葉に比定されるものと前期初頭ないし早期に比定されるものがある。これらの

土坑は断面形態で、円筒形、フラスコ状、方形、溝状、その他のものの5種類に分けられる。この特

徴から以下に、円筒形、フラスコ状、方形、溝状、その他の土坑の順に記述するが、検出時には一括

して検出順に番号を付したため、土坑番号は昇順に明記していない。

第7号土坑 （第12図）

［位置と確認］ 調査区北側の平坦地Ｇ－15グリッドに位置する。第Ⅷ層面で検出した。［平面形・規模］

長軸 1．5ｍ、短軸 1．4ｍの不整円形である。確認面からの深さは約 1．2ｍである。［堆積土］  7 層に分層

される。上位は黒色土と黒褐色土を、下位は黄褐色土を主体とする。［底面・壁］ 壁は底面からほぼ直

に立ち上がり、中位から緩く外反する。底面はほぼ平坦である。

第4号土坑 （第12図）

［位置と確認］調査区中央の傾斜地Ｈ－19グリッドに位置する。第Ⅷ層面で検出した。［平面形・

規模］ 長軸 1．5ｍの円形である。確認面からの深さは 1．2ｍである。［堆積土］ 4 層に分層される。黒褐

色から黒色土が主体で全体に南部浮石が混入する。［底面・壁］ 底面はやや起伏がある。壁は底面から

ほぼ直に立ち上がり、中位から外反する。

第10号土坑 （第12図）

 ［位置と確認］ 調査区中央Ｈ・Ｉ－23 グリッドに位置する。第Ⅷ層面で検出した。［平面形・規模］
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長軸 １．６ｍ、短軸 １．４ｍ の円形である。確 認面か らの深さは１．２ｍである。［堆積土］ ６層 に分層 され る。

黒褐色土が主体で全体 に南部浮石 が混入す る。［底面 ・壁］底面はほぼ 平坦 である。壁 は底面か ら緩や

かに外反す る。

第 １２号土坑 （第 １２図）

［位置 と確認］調査区中央の傾斜地 Ｊ－２７グ リッ ドに位置する。第Ⅷ層面で検 出した。［平面形 ・規模］

約 １．３ｍの 円形で ある。確認 面か らの深 さは約 １ｍで ある。［堆積 土］ ５層 に分層 され る。黒色土 と黒

褐色土 を主体 にし、全体 に南部浮石 が混入す る。［底面 ・壁］底面はほぼ 平坦で ある。壁は底面か ら外

反 して立 ち上がる。 底面の中央か ら南東寄 りに径が １０㎝、深 さ３０㎝程度の小穴を ２個検 出した。

第 １４号土坑 （第 １２図）

［位置 と確認］調査 区中央の傾斜地 Ｋ－３１グ リッ ドに位置する。第Ⅷ層面で検 出した。［平面形 ・規模］

約 １．４ｍ の円形で ある。確認面か らの深 さは約 １．２ｍで ある。［堆積土］ ８層 に分層 される。 黒色土 と黒

褐色土が主体で、第 １層に南 部浮石 が多 く混入す る。［底面 ・壁］ 壁は底 面か ら垂直 に立ち上が り、 開

口部付近 で外 反す る。床面 の中央 に径 が２０㎝、深 さ約３０㎝ の小穴 を １個検 出した。底面 は小穴 の周

辺が若干高 まってお り、 その他 はほぼ平坦で ある。

第 １５号土坑 （第 １２図）

［位置 と確 認］ 調査 区南側 Ｍ －３５グ リッ ドに位置す る。第Ⅷ 層面で検 出 した。［平面形 ・規模］径が

約 １．６ｍの ほぼ 円形で ある。確認面か らの深 さは １．２ｍで ある。［堆積土］ ８層 に分層 される。黒 色土 と

黒褐色土が主体 で第 １層に南部浮石 を多 く混入す る。［底面 ・壁］ 底面は南側 に傾斜 して いる。 壁は底

面か ら直 に立 ち上が り、開 口部付近で外反す る。 床面の 中央南寄 りに径が １０㎝ 、深 さ２５㎝ の小穴 を

２個検出 した。

第 １号土坑 （第 １２図）

［位置 と確認］調査 区南側の傾斜地 Ｎ ・Ｏ －３８・３９グ リッ ドに位 置する。第Ⅷ層面で検出 した。［平

面形 ・規模］径が約１．７ｍのほぼ 円形で ある。確認面か らの深 さは１．２ｍである。［堆積 土］ ８層 に分層

され る。黒褐 色土が主体 である。上位層 に南部浮石が混入する。［底 面 ・壁］底面は ほぼ 平坦で ある。

床面 の中央東 寄 りに径が ６㎝ ～ ８㎝ 、深 さ約 ２０㎝ の小穴 を ３個 検 出 した。壁 は底面か らほぼ直 に立

ち上が り、中位 か ら緩や かに外反す る。

第 ５号土坑 （第 １３図）

［位置 と確認］調査区北側の平坦地Ｉ －１４グ リッ ドに位置する。第Ⅳ層面で検出 した。［平面形 ・規模］

開 口部 は約 １．７ｍ のほぼ 円形、底面長 軸２．１ｍ、短軸 １．７ｍ の楕 円形で ある。検 出面か らの深 さは約２．１

ｍである。［堆積土］ １５層 に分層される。 ７層以下は壁の崩落土 と黒色土の混合土 と思われる。［底面 ・

壁］底面 はほぼ平坦である。 壁は、 中位 が内側 に張 り出した フラス コ状である。

［出土遺物］堆積土及び底面よ り縄文時代中期後半の土器が １個体 と土器４７破片出土 した。 Ⅱ－Ｃ類 （第

１２図 １ ・４ ・２）、 Ⅱ－Ｅ類 （第 １２図 ３）、Ⅳ－Ｅ類 （第１２図 ７） １２－１は橋状把手 を 口縁部 に貼 り付

けた深鉢で ある。胴 部文様 には粘土 を貼 り付けて いる。把 手部 には沈線 で渦巻が描かれて いる。１２－

２は 口縁部 に隆 帯を貼付て沈線 を施す と思 われ る。 １２－３は 口唇部 を外削 ぎして いる。 １２－６ ・４ ・

５は胴部片で、 １２－６ ・５は断面が厚 く、胎土 も緻 密である。

［小結］ 出土遺物 か ら、縄文時代 中期後葉の榎林式 に構築 され た と思われ る。

－ ７２ －
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第 ８号土坑 （第 １４図～第 １６図）

［位置 と確認］調査 区北側の傾斜地 Ｉ－１６グ リッ ドに位置する。第Ⅳ層面で検出 した。［平面形 ・規模］

開 口部で径約 １．２ｍの円形、 底面は長軸 １．９ｍ、幅 １．８ｍ の楕 円形で ある。検 出面 か らの深 さは１．６ｍで

ある。［堆積土］ １７層 に分層 され る。黒褐色～黒色土主体で ある。［底面 ・壁］底面はほぼ平坦 である。

壁は凹凸を有 し、 内傾 しなが ら立ち上が り、 開 口部付近で垂直 にな るフラスコ状で ある。

［出土遺物］土器 ：堆積 土及び底面 よ り縄 文土器 １６５片 が出土 した。 Ⅱ－Ｃ類 （１４－４、 １５－１２）、 Ⅱ－

Ｅ類 （１４－１・２ ・３）、Ⅳ－Ｅ類 （１５－３、 １４－５、１５－１ ・２ ・４ ・５ ・６ ・７ ・８）、 Ⅱ－Ｄ類 （１５－９ ・

１０・１１・１４・１６）、Ⅳ－Ｅ類 （１４－４、１５－１３・１５、 １６－１・２ ・３は胴部片）Ⅳ－Ｆ類 （１６－４ ・５）

１４－１は ３つ の波 状部 を持 つ土 器で ある。 １４－４は波 状 口縁で縄文施文 後、 口縁部 に隆帯 を貼 付て、

沈線 を １条入れる。波頂部は渦巻 文 を描 く。 １５－１２はキ ャ リパ ー状 の器形の屈曲部分で縄文施文後 に

横位 に展開す る弧状 ・渦巻文 を構成 している。内面全体 を丁寧 になでて いる。 １４－２ ・３は波 状口縁

で縄文施文後、横位 に ３条沈線 を巡 らし、その他、弧状、縦位の沈線で文様 を構成す る。 口唇部はナ

デ調整のみで ある。 １５－９ ・１０・１１は接合 しないが いずれ も同一個体 と思われ る。器形は 口縁 部か ら

口頚部 にかけて外側 に緩 く外半す る。 口縁部 と胴部 の境界 に隆帯 を貼 り付け、そ の直下 に胴部の最大

径が くる と思 われ る。 １５－１４は縄文施文後、縦位 に沈線 を ２条つ ける。その沈線間 に工具で斜 めに文

様 を入れ る。 １６－５は ２つの波状部 を持 つ と思われ る土器 で、縄文施文後、 波頂部の下 に径 ７㎜程度

外 面か ら片面穿孔 して いる。縄文施文 の後、 口縁部 を丸 めて、横方向 になでて いる。 １５－２は 口縁直

下に横位 の沈線 を施す。 １５－４は ほぼ直立する器形である。 １５－８は口縁部が外傾する器形で ある。

屈曲部 まで縄文 を施文 し、 口縁部は粘土 を使用 して横方 向になでている。 １５－１５、 １６－２ ・３ ・１は

胴 部片で色調は黄褐色か ら褐色で ある。 １６－４は胴部 に縄文施文 し、底部 付近を横位 になでている。

１６－５は底部付近まで縄文を施文後、底外面を調整 している。調整 した際の粘土屑が胴部に見 られる。

石器 ：堆積土よ り敲 き石 Ⅰ類が出土 した。石質は安 山岩である。器体の周縁 を全周する敲打痕を持つ。

第 ９号土坑 （第 １７・１８図）

［位置 と確認］調査 区北側 の平坦地 Ｈ ・Ｉ－１６・１７グ リッ ドに位置す る。第Ⅳ層面で検 出 した。［平

面形 ・規模］ 開口部長軸 １．６ｍ、幅約 １．３ｍ の楕 円形 で、底面 は約 ２ｍ の円形である。検 出面か らの深

さは約１．７ｍである。［堆積土］ １１層 に分層 され る。 ５層以下 は ローム主体 の層で人為堆積 によるもの

と思われ る。［底面 ・壁］ 底面は ほぼ平坦で、壁 は緩やか な括 れを もつ フラスコ状である。［出土遺物］

堆積土 よ り第Ⅳ－Ｆ類土器 １片 が出土 した。（１８－３）

第 ２号土坑 （第 １６・１７図）

［位置 と確認］調査 区北側の平坦地 Ｎ－１３グ リッ ドに位置する。第Ⅳ層面で検出 した。［平面形 ・規模］

開 口部は不整 円形 で長軸 １ｍ、幅 ９０㎝、底 面は楕 円形 で長軸 １．３ｍ、幅 １．２ｍで ある。検 出面か らの

深 さは８０㎝で ある。［堆積土］ ６層 に分層 され る。全体 に南部浮石 ・炭化物 が混入 し、 人為堆積の可

能性 もある。［壁 ・底面］底面はやや起伏がある。壁は上位で張 り出す フラスコ状である。［出土遺物］（土

器）堆 積土よ り土器 １０片が 出土 した。Ⅳ－Ｅ類 （１６－９）は一部 欠けて いるが、 口唇部 が丸 くなる器

形である。Ⅳ－Ｅ類 （１６－６ ・７ ・８ ・１０・１１） は胴部片である。 １６－９ ・８ ・６は同一個体 と思われ る。

石器 ：堆積土よ り磨 石Ⅲ類 が出土 した。石質 は頁岩である。磨 面の欠損部 に敲打痕 を持つ ことか ら、

欠損後 も再利用 した もの と思われ る。
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第 ６号土坑 （第 １７・１８図）

［位置 と確認］調査区北東側の平坦地Ｈ－１４・１５グ リッ ドに位置す る。第Ⅳ層面で検出 した。［平面形 ・

規模］開 口部長軸 で１．９ｍ、幅約 １．１ｍ、底面長 軸 ２ｍ、幅約 １．３ｍの楕 円形で ある。検 出面か らの深

さは約 １．１ｍで ある。［堆積土］ １３層に分層 される。 ９層以下は黄褐色土 と黒褐色土 との互層で人為堆

積 の可能性が ある。［底面 ・壁］ 底面はほぼ 平坦 である。壁は 中位に緩 やかな括れ を有す るフラスコ状

である。［出土遺物］底面か ら石匙 Ⅰ類が出土 した。石質 は珪質頁岩で、両 面か ら周縁調整 によ り刃部

を作 出す る。

第 ３号 土坑 （第 １７・１８図）

［位置 と確認］調査区北西側 の平坦地 Ｏ－１０・１１グ リッドに位置す る。第Ⅳ層面で検 出した。［平面形 ・

規模］ 開 口部長軸 １．３ｍ、幅約 １．２ｍの 円形 であ る。検 出面 か らの深 さは２５㎝で ある。［堆積土］ ２層

に分層 され る。黄褐色土主体である。［底面 ・壁］底面は起伏が多い。壁は底面か ら緩やかに立ち上が る。

［出土遺物］ 堆積土よ り第Ⅳ－Ｅ類の土器 ２片が出土 した。１８－２は縄文施文後、縦位に縄 の結節部 を

押圧 している。 １は胎土 に黄褐色砂粒 と赤色砂粒 を多 く含む。

第 １１号土坑 （第 １７図）

［位 置 と確認］ 調査 区北側の平坦地 Ｌ－１２グ リッ ドに位置する。第Ⅳ層面で検 出した。［平面形 ・規模］

径約６０㎝ の不整円形である。検 出面か らの深 さは２４㎝である。［堆積土］黄褐色土の単層である。［底面 ・

壁］底面はほぼ 平坦 である。壁 は底面 か ら垂直 に立 ち上が る。

第 １３号土坑 （第 １７図）

［位置 と確 認］ 調査 区北東側 の平坦地 Ｇ －１５グ リッ ドに位置す る。第 Ⅳ層面で検出 した。［平 面形 ・

規模］ 開 口部長軸 １．２ｍ、 幅約８０㎝、 底面長軸 １．３ｍ、幅９０㎝ の楕 円形で ある。検 出面 か らの深 さは

３５㎝ であ る。［堆積土］ ４層 に分層 され る。全体 に中掫浮石 を多 く混入 する。［底面 ・壁］ 底面はほぼ

平坦だが、南東方向に傾斜す る。壁 は底面か らほぼ垂直 に立 ち上が るが、南西側 では底面付近が外側

に拡が る。

第 １６号 土坑 （第 １７図）

［位 置 と確 認］ 調査 区中央 Ｌ－３０・３１グ リッ ドに位 置す る。第Ⅳ層面で検 出 した。［平面形 ・規模］

開 口部は長軸 １．３ｍ、幅９０㎝ の楕 円形で、底面 は約４０㎝ の円形であ る。検 出面か らの深 さは９０㎝ で

ある。

［堆積土］ ４層 に分層 され る。褐色土主体 である。［底面 ・壁］底面はやや起伏がある。壁 は開口部上

位 で内側 に大 き く張 り出し、下位では括れが多い。

第 １７号土坑 （第 １７図）

［位置 と確認］ 調査区 中央 の傾斜 地 Ｌ ・Ｍ －２９グ リ ッ ドに位 置する。傾斜地 にほぼ 平行 である。第

Ⅳ層面 で検 出 した。［平面 形 ・規模 ］平面 形は細 い楕 円形 で、 開 口部長 軸３．７ｍ、幅 ８０㎝、底 面長軸

３．４ｍ 、幅約２０㎝ であ る。検 出面か らの深 さは １．４ｍ である。［堆積 土］ ６層 に分層 され る。 黒褐色土

を主体の 自然堆積 で全体 に中掫浮石 を混入す る。［底面 ・壁］ 底面はほぼ平坦で ある。長 軸方 向の断面

では、壁は底面付近で 内側 に向か って緩やか に立ち上が り、上位 で外側 に開 く。短軸方向の断面 はＶ

字形であ る。
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 第18号土坑 （第17図）

 ［位置と確認］ 調査区北側の平坦地Ｈ－10・11グリッドに位置する。第Ⅳ層面で検出した。［平面形・

規模］ 平面形は楕円形である。開口部の長軸 3．2ｍ、幅 50㎝、底面の長軸 3.3ｍ、幅約 20㎝である。

検出からの深さは 1ｍである。［堆積土］ 6層に分層される。黒褐色土が主体の自然堆積で第 3層、第

5層と第 6層は壁の崩落土と思われる。［底面・壁］ 底面はやや起伏が見られる。長軸方向の断面では、

壁は底面から内傾ぎみに立ち上がり、開口部付近で外側に開く。短軸方向の断面では、壁はＵ字形だが、

崩落により一部括れが見られる。

第 3節  掘立柱建物跡   （第19図）

  掘立柱建物跡は、調査区北側の丘陵頂部平坦地で 2 棟検出された。時期については不明である。

  第 1号掘立柱建物跡

 ［位置と確認］ 調査区北西側の平坦地Ｎ・Ｏ－7・8 グリッドに位置する。第Ⅳ層面で検出した。［平

面形・規模］ 桁行約 4．9ｍ、梁間約 1．3ｍの 2間 1間の建物跡である。［堆積土］ 小穴 2の堆積土は黒褐

色土主体の 2 層に分層される。柱痕は検出できなかった。［柱穴］ 各柱穴の平面形は円形または楕円

形であり、深さは 22 ～33 ㎝である。断面形は長方形である。

  第 2号掘立柱建物跡

 ［位置と確認］ 調査区北側の平坦地Ｍ・Ｎ－11・12 グリッドに位置する。第Ⅳ層面で検出した。［平

面形・規模］ 桁行約 3．8ｍ、梁間約 2．9ｍの 2間 1間の建物跡である。［堆積土］ 小穴 3の堆積土は褐色

土主体の 2 層に分層される。柱痕は検出できなかった。［柱穴］ 各柱穴の平面形はほぼ円形であり、深

さは 9～ 25 ㎝である。断面形はほぼ長方形である。
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第 4節　溝　跡

　調査区南端部付近で検出された。時期の断定はできないが、堆積土から平安時代以降のものである。

　第1号溝跡

［位置と確認］ 調査区南側の傾斜地Ｎ・Ｏ－47～50グリッドに位置する。第Ⅳ層面で検出した。［規模］

幅40～70㎝で、深さ7～ 23㎝である。検出された長さは 11．5ｍあり、調査区外へ伸延している。

［堆積土］黒色土主体の単層である。



第 ３章 遺構外出土遺物

第 １節 縄 文土器 ・弥生土器 （第２０図～第２４図）

遺構外 出土の土器 は破片 数 にして２，２８９点 で、グ リッ ドライ ン１４～１７付近 の緩斜面 に集 中 して出

土 した。最 も土器片が出土 した層位は第Ⅳ層である。縄文時代 中期か ら後期にかけての、縄文のみ を

回転施文 した土器が多 く出土 している。

第 Ⅰ群土器 縄 文時代 前期の土器

Ａ類 円筒下層式 に相当する土器 （２０－１ ・４）

胴部下半 で、縄文 を密 に施文 して いる。２０－１は 中掫浮石の直下か ら出土 した。

第 Ⅱ群土器 縄文 時代 中期の土器

Ａ類 円筒上層 ａ式 に比定 され る土器 （２０－２ ・３）

２０－２ ・３は口縁 部か ら頚部 にか けて のもので、 隆帯上 に刻 目、頚部 に撚糸 の圧痕が見 られ る。

Ｂ類 円筒上層式 に相 当す る土器 （２０－５）

円筒上層式の胴部片 と思われる。結束第 １種 ＬＲ縄文 を横位に施文す る。色調はにぶい黄褐色である。

Ｃ類 榎林式 に比定 され る土器 （２０－６～１２、２１－１～ ９）

波状 口縁 で、 口縁部隆帯 に １条 の沈線 をつ ける。胴部文様は単節 ＲＬ ・ＬＲを横位 ・斜位 に回転施

文する。色調は概ね赤褐色か ら明褐色で、胎土 は砂粒の混入が 目立つ。焼成 はやや 良好で ある。波状

口縁 の波頂部で、隆帯上の沈線は渦巻文 を描 く。（２０－６ ・８ ・１０・７）円形文を描 くものもある。（２０－９）

波頂部がやや丸味 を持つ 口縁部形態で、波頂部の沈線は蕨手状の渦巻文 を描 く。（２０－８）波状 口縁 だが、

沈線 を持 たず、波頂部 に刺突が ある。（２０－１１、２１－１）２１－１ ・８ ・９は同一個体で ある。波頂部を持

たない 口縁部片であ る。（２１－２ ・３ ・４ ・５ ・６ ・７）波状 口縁 と思 われるが、 口縁部 の残存が少な

いた め詳細は不明である。 隆帯 を意識 しなが らも貼付な どは見 られず 、 口唇部をつまみ出して隆帯状

に して いる。（２１－３ ・４ ・５） ２１－５は沈線の代わ りに単節 ＬＲが １条施文 され る。

２１－８ ・９は胴部片で ある。胴 部上半の緩 く屈曲 した部分 と思わ れる。横位 に施された沈 線か ら垂

下 して弧 を描 くもの と思われる。

Ｄ類 最花式 に比定される土器 （２１－１０～ １８、２４－１）

口縁部 か ら口頸部 にかけて無文帯を持ち、 口縁部 と胴部 の境界 に刺突文 を横位につける。縦位 に ２

条または ３条の沈線 を持 つ。 全体 的に色調は褐色か ら明赤褐色であ る。２１－１０は頸部か ら胴部 にかけ

ての破片 である。横位 に刺突 を施 し、その直下 に平行沈 線をつける。 いずれ も波状 口縁で、 口唇部 を

外削ぎ し、横位 の平行沈線 を口縁部下 に施す。（２１－１３・１１・１２）２１－１１は波頂部か ら垂下 して ２条の

沈線が施 され る。縦位 の ３条沈線 （２１－１６・１４・１５、２２－１） ・２条沈線 （２１－１７） を施す胴部片で

ある。 １７は ２条沈線 の間に波状沈線 を施文す る。後期の土器 になる可能性 もある。

Ｅ類 －縄文時代 中期後葉 に相 当す る土器 （２１－１６～ １８、２２－１～ ５）

波状 口縁 または平縁で、 口縁部に隆帯 を持たない。榎林 ・最花式 のいず れかに属する可能性が高い。

胎土は黄褐色の砂粒 を多量 に混入 し、焼成はやや軟質である。 口縁 部が外傾 し、屈曲部 を境に縄文 の
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回転方向を変 えて施文 している。（２１－１８、２２－１） 口唇部に無文部分 を設けて いる。（２１－１９・２０、２２－２ ・

３）２１－２０は波頂部 の 口唇 上に窪み をつ けている。 ２２－４ ・５は 口縁部が外反す る器形 であ り、 口縁

部直下に幅広 の無文帯 を形成す る。

第Ⅲ群土器 縄文時代後期の土器

Ａ類 牛ケ沢式 に比定され る土器。（２２－６）

１片 出土 した。波状 口縁 で波頂部 か ら垂下 した隆帯 を貼 り付け、そ の上か ら刺突 を １つ施す。

Ｂ類 十腰内 Ⅰ式に比定 され る土器。（２２－７～ １６）

口縁部下 に平行 沈線を用 い、横位 に半円状、渦巻文の文様が展開する。（２２－７ ・８ ・９ ・１０・１１・

１２・１３・１４・１５）三角形 の文様 が展 開す る ものもある。（２２－１６）縄文 と沈線 を使 って文様 を形作 る

のが ほとん どで ある。平 口縁が ほとん どで波状 口縁 （２２－１０） は １点のみである。色調 は褐色か ら黄

褐色で、胎土 は細かい砂粒 の混入 が少量み られ る。２２－７は 口縁部直下 に弧 状の文様 を描 く。２２－１０

は沈線の間 を埋め るよ うに縄文が施文 されて いる。施文順位は①縄文施文②沈線 と思われる。 ２２－１３

・１１・１２・１４、 ２２－１５は いずれ も胴部 片であ る。２２－１６は波 状 口縁で ある。 口縁下 に浅い平行沈線

を ２条単位 で施 し、そ の下 に鋸歯状の 同じく浅い沈線を横位 に施文す る。沈線 を埋 めるよ うにＬの縄

文 を多方向に施文 した後、外面全体 を磨 く。

第Ⅳ群土器 縄文時代 中期後葉か ら後期 にかけて土器群

Ａ類 口縁部直下 に幅広の無文帯を形成す る土器。（２２－１７～２２）

色調 は赤褐色か ら淡黄褐色 まで様 々である。胎土 は砂粒 の混入が少な く、緻 密である。 口縁部付近

まで縄文 を施文 した後、横方 向にナデ て無文 部を形成 する。口唇 部の断面形 状が三角形 である。（２２－１７

・１８・１９・２０） 口縁が外傾す る もの （２２－１７・１８）、 口縁が ほぼ 垂直 に立 ち上がる もの （２２－１９・

２０） な どが ある。 口唇部が外側 を向いている ものもある。（２２－２１・２２）

Ｂ類 口縁部が強 く外 傾す る土器。（２２－２３～２５、 ２３－１～ ４）

色調 は黒褐色 ・赤褐 色 ・淡黄褐色 を帯びて いて、胎土は砂粒を多 く含 む。

第２１図２５は 口唇部を丸 く折 り返 している。そ の直下は横方向のナデ によ り、無文の部分もある。（２２－１９

・２０）は折 り返 し口縁で、 口縁が折 り返 し部か ら外傾 して いる。２２－２５は 口唇部を丸 く折 り返 している。

そ の直下 は横方 向のナデ によ り、無文の部分 もある。２３－１ ・２は同 じ く口唇部が外側 を向 き、その

直下 まで口唇部付近 まで縄 文を施 文 して いる。２３－１ ・２は同 じく口唇部が外側 を向 き、その直下 ま

で縄文 が施文 されて いる。２３－３は 口唇部 直下が屈 曲す る器 形で、 口縁 まで縄文が施文 され ている。

２３－４はほぼ垂直 に立 ち上がる器形である。 口唇部が断面三角形状である。全体的 に磨耗が激 しいため、

詳細は不明である。

Ｃ類 折 り返 し口縁 の土器。第 ３号住居跡出土遺物 で １点 出土 した。（８－７）

Ｄ類 無文土器 （２３－１２・１８）

口縁部 を横方向 になでて いる。２３－１８は胴部片で縦位に磨いている。

Ｅ類 Ａ ・Ｂ類 の他で、縄文のみを回転施文 した土器 （２３－５～ １９）

１ 口縁部 単節 ＬＲを横位 に回転施文 した土器 （２３－５ ・６）、 縦位 に回転施文 した土器
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（２３－９ ・８）、単 節 ＲＬを斜位 に施文 した土器 （２３－１０・１１）無節 Ｒを斜位 に施文 した土器 （２３－１３）

な どが ある。 口縁付近 まで縄文の施文 がみ られ る。器形は いずれ もほぼ垂 直に立 ち上 がる。 口唇部は

平坦 （２３－８）、やや外側 を向 く （２３－５）、断面三角形状 の もの （２３－６） な どの形状がある。 ２３－１０

・１１とも細 かい縄文 を用 いて 口縁部付近 まで施文 して いる。２３－１０は 口縁部がやや外反す る器形である。

２３－１１は 口縁 か ら垂下 して ２条 の浅 い沈線が施文される。

２ 胴部 胴 部は単節 ＬＲを縦位 に施文す る土器 （２３－１４・１７）、横位 に施文する土器 （２３－１５）

単節 ＲＬ縄文 を横位 に施文す る土器 （２３－１６・１９）であ る。２３－１６は施文単位 が ５条 １単位で、そ の

間隔 を開けて施文 している。２３－１９は縄文 を縦方 向に斜位 に施文 している部分も見 られ る。

Ｆ類 底部 （２４－２～ ７）

２４－２ ・３ ・４ ・５ ・６ ・７は底部 とそ の付近の土器である。 無文 （２４－２ ・５ ・６）、縄文施文 （２４ー７）

な どが ある。胎土 は黄褐 色砂 粒 を多量 に含 む。２４－２は下か ら上方 向に向か って、 ケズ られ た痕跡 が

ある。 ２４－５は底部中央で底が盛 り上がった器形 をして いる。２４－６の底部の形は、面取 りされたため、

隅丸五角形 を呈 して いる。縦 方向 にナデ の外面調整 が行 われているが、内面は不明であ る。２４－７は

底面付近まで縄文 が施文 されて いる。 内面 は黒褐色である。 ２４－４は内面に多方 向のナデがみ られる。

Ｇ類 土器 の一部 と思われ るもの （２４－８ ・９）

２４－８は土器 の上につく突起で ある。上部 に円形文 を持 ちやや外側 に迫 り出すような格好 をして いる。

円形文の下の部分 は 口縁 に対 して平行 に穿孔 して いる。 ２４－９は注 口の一部分で ある。粘土紐を積上

げて製作 した痕跡 がある。注 口の下部がやや膨 らんでいる。

第Ⅴ群土器 弥生時代の土器

Ａ類 砂沢式 に比定 され る土器。（２４－１０～ １６）

２４－１０・１１は浅鉢で、２４－１２も浅鉢 の胴部片 と思われ る。２４－１３・１４は同一個体 と思われ る。２４－１５

は底部付近の破片である。細か い単節 ＬＲ縄文が横位 に施文 され る。２４－１６は広 口壺 と思われ る。 口

縁部は無文で、平行な沈線 ２条が巡 る。直下 には細かい単節 ＬＲ縄文 が斜位 に施文 される。器形は無

文帯の部分がほぼ直立 して立 ち上が り、胴部下半で強 く屈曲す る と思われ る。

（坂本真弓）
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第 ２節 石器 （第２５図～第２８図）

石器類 の総数は５９点で、遺構外 か らの出土は５０点 である。 これ らは全て、 中掫浮石層 の上層か ら

の出土で、縄文時代早期以降の もの と考 え られ る。 これ らを素材 ・形態お よび使用痕跡か ら、石鏃 ・

石匙 ・石箆 ・ス クレイパー ・剥片 ・磨製石斧 ・礫器 ・石錘 ・敲石 ・磨石 ・台石 ・石皿 ・砥石 ・砕片 に

分 けた。なお、報 告書には、剥片及び砕片 の１６点 を掲載 しなかった。

以下 に、器種別 に石器 の特徴 を述べて いく。

剥片石器

石鏃 （２５－１～ ３） ３点出土 した。石質 は １～ ２は珪質頁岩で、 ３は玉髄質珪質頁岩 である。

いず れも有茎鏃 に大別 され、 さらに基部の作出方法 によ り細分 され る。

１は基部 に抉 りのある凹基有茎鏃である。 ２～ ３は基部が突出 して いる凸基有茎鏃で ある。 その う

ち ３は基部 にアス ファル トが付着 している。

石匙 （２５－４） １点出土 した。石質は珪質頁岩である。

縦型 の石匙であ る。 ４は背面のみの片 面調整で、側縁 に器体の中央まで及ぶ ウロコ状の剥離が施 さ

れ 刃部 を作出する。 腹面の側縁 には、連続す る微細剥離痕がみ られ る。

石箆欠損品 （２５－５） １点出土 した。石質 は珪質頁岩であ る。

両面 に周縁調整が施 され る。側縁 は階段状 にな る粗い調整であ り、背面 には原礫面、腹 面には主要

剥離面の一部を残す。折れ面 は被熱 によ りは じけ飛んだよ うな痕跡 を残す。形状や調整か ら、石箆の

欠損品 に分類 した。

削器 ・掻器類 （２５－６～１１）総数 ６点が 出土 した。石質は全て珪質頁岩 である。

刃部に使用痕跡 を持つが、形態 についての固有な名称 が付 されな い、不定形石器 とも呼ばれ る類で

ある。調 整の違 いによ り細分 される。 この うち、 Ⅰ類 とⅢ類が本遺跡か ら出土 している。

Ⅰ類 両面 の周縁部 に調整剥離が施 されている もの （６～ ８）

Ⅱ類 側縁部 に、極浅形剥離が施 されている もの

Ⅲ類 側縁及び端部 に、使用による刃 こぼれ状 の微細剥離が認め られる もの （９～ １１）

（７） は、末端が ヒンジフラクチ ャーになる縦長 の素材 を用 いる。腹 面の一側縁 に、粗い調整をいれ

て器面調整が施 され、 これによ りバル ブは除去 され る。刃部は側縁 に連続す る浅 い剥離を施 して作出

され る。（８） は小剥片 の一側縁 に、両面 か ら調整 を施 し刃部 を作出す る。（９～１１） は ３点 とも素材

の背面 に原礫面 を残 し、原礫面 を残す側辺 に微細剥離痕 を持つ。器面調整 は施 されず、石核か らの剥

離作業で比較的初期 の段 階に生 じた剥片 を使用 した もの と思われ る。

石斧類

磨製石斧 （２５－１２） １点の出土 で、石質 は凝灰岩で ある。

器体の長軸に沿 って割れて いる欠損品で、割れ面は磨 られ て平坦 にな り、稜 も丸 味をおびている こ

とか ら、欠損後 も再度利用 した もの と思われる。割 れ方や面 の使用状況か ら、割れ面 を意図的 に作 出

した可能性 もあると思われ る。

礫石器

石錘 欠損 品 （２６－８） １点 の出土で、石質は安山岩である。

－ ９０ －
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抉 りは、片面か らの打ち欠 きによ り、長軸上 の端部 に作 出されて いる。

礫器 （２６－７） １点 の出土で、石質はチ ャー トである。

素材 の端部 を、片面か ら打ち欠いて刃部 を作 出 して いる。

磨石 （２６－１～ ６、２７－１、 ２） 総数 ８点 が出土 した。石 質は安 山岩、 頁岩、チ ャー トで構成 され

てお り、なかで も安山岩が主体 となっている。使用痕跡 によ り、 さらに ３類に細分 され るが、本遺跡

よ り出土 した のは この うち Ⅰ類 とⅢ類である。

Ⅰ類 自然礫 の側縁及び稜 に、磨 面を持 つもの （２６－１～ ４）

Ⅱ類 自然礫の器面 に磨 り面を持 つもの

Ⅲ類 自然礫の器面 に磨面 と敲打痕 を持つ、複合機能 のあるもの （２６－５ ・６、２７－１ ・２）

１は扁平な楕 円形の素材を使 用す る。機能面 の側縁 に剥離 を持ち、 このバルブは磨面 によ り切 られ

ている。磨面 の形状はほぼ 平坦 で、機能面 を持つ側縁 も直線的 にな って いる。完形 品は この １点だけ

である。 ４は両側 縁 に機能面 を持 って いる。２６－５はやや器厚 のある楕 円形 と思 われる礫 を素材 とし

器面 に敲打痕、側面 に磨 り痕 を併せ持つ。２６－６は三角柱状 の素材を使用 し、側面の稜 に磨 り痕、器面 ・

端部 に敲 打痕 を持つ。 ５、 ６ともに磨 り面 ははほぼ 平坦 であ る。２７－１は扁 平な長楕 円形の素材を使

用す る。端部の敲打痕 に広 が りがみ られ るが、側面 の端部付近 にもわずかなが ら磨 り痕がみ られる。

２７－２はやや器厚 のある楕 円形の素材を用 い、器体 の全面 を使用 して いる。

敲 石 （２７－３～ ６、２８－１ ・２） 総数 ６点が 出土 した。石 質は安山岩 ・凝灰 岩 ・頁岩 ・レキ岩 な ど

で構成 されて いる。使用痕 跡によ り細分 され る。

Ⅰ類 自然礫の器面に敲打痕 を持 つもの （２７－３～ ６）

Ⅱ類 自然礫の器面に敲 打痕 及び深 い凹を持つ もの （２８－１ ・２）

２７－３～ ５は、素材の一面 にのみ機能痕跡 を持ち、 ２７－６は複数の面に機能部を持 つものである。 ３ ・

４は球形及び楕 円形の素材 を用 い、そ の端部 に浅 い敲打痕 を持つ。 ５は三 角柱状 の素材 を用 い、その

平坦面の ほぼ 中央に限定される範囲で、浅 い敲打痕 を持つ。 ６は扁平で円形な素材 の、 中央及び両側

縁 に敲打痕 を持 つ。 ２８－１は楕 円形で器厚 のある素材 を用 い、器面 の両面及 び端部 に凹痕 を持 つ。本

石器 は器面の凹痕が切 られ ている ことな どか ら、一度欠損 してお り、 端部 凹痕 はそ の欠損部 を再利用

した際の もの と考 え られ る。

台石 ・石皿 （２８－３～ ５） ３点 の出土で、石 質は全て安 山岩で ある。完形 品はな く４は両側縁 に剥

離 を施 している。

砥石 （２８－６） １点の出土で、欠損 品で ある。石 質は細粒凝灰岩で、 よ く仕上げ砥 ぎや、 中砥 ぎの

砥石 に使用 され る石材 である。砥面 は平坦面ばか りでな く緩斜面 もあ り、 また擦痕の方向が一定 では

ないことか ら、砥 ぎの方 向は多様で あった と思われ る。

（小山 浩平）
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第 ４章 まとめ

本遺跡は、奥入瀬川南岸の丘陵地に立地し、調査区は丘陵頂部 と南に面した斜面地である。検出さ

れた遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 ５軒、土坑１８基 と時期不明の掘立柱建物跡 ２棟、溝 １条、現代

の炭窯 １基で ある。 遺物 は、縄文 時代前期 か ら弥生 時代前期 の土器 と石器 が総数約 ２，８４３

点出土した。以下に、検出遺構と出土遺物について簡単にまとめる。

竪穴住居跡は、調査区北側の丘陵地頂部平坦地に４軒 とその北に約３０ｍ程離れて １軒検出された。

各住居跡の遺存状態は良いとはいえず、比較的残 りの良い第 １号および第 ２号竪穴住居跡は、長軸方

向にやや窄まりながら張 り出す不整楕円状の形態である。柱穴配置は五角形および六角形で、長軸方

向につくられている柱穴が斜めに掘 られていることが特徴である。炉跡は、第 ２号竪穴住居跡から地

床炉が検出されただけである。 この炉跡の焼土層は薄 く、他の住居跡内にも明瞭に火を焚いた痕跡が

見 られない。また、各住居跡内堆積土からは自然埋没の状態は看取されない。このことから、住居跡

は単期間での営みであ り、廃棄時に壊されている可能性が考えられる。住居跡の機能時期は、床面出

土遺物か ら縄文時代中期後葉の榎林式期と判断されるが、すべての住居跡が同時存在していたかは断

言できない。

検出された土坑は、形態別に見るとフラスコ状土坑のほか溝状土坑、円筒形土坑がある。これらは、

住居跡の周辺につくられているものと、斜面部につくられているものがある。斜面部につくられる数

基の土坑については、他遺跡の検出例も含めて後述する。

調査区北側平坦地の土坑のうち、第 ２号、第 ５号と第 ６号土坑、第８号と第 ９号土坑はフラスコ状

土坑である。第 ２号土坑を除き他はほぼ同規模で、住居群の東側につくられている。底面か ら遺物を

出土しているものは、遺物から榎林式期に比定されるものと考えられ、同時期の遺物を出土する住居

跡に付随して機能していたものと考えられる。なお、フラスコ状土坑の堆積土中からは最花式に比定

される土器片も出土していることから、完全に埋没するまで時間幅があるものと考えている。

掘立柱建物跡は、 ２棟とも調査区北側の平坦地で検出された。建物跡は桁行の主軸方向がともにほ

ぼ東西を向いてお り、間尺も近いことから同時期に機能していた可能性があるが、詳細な時期は不明

である。溝跡の時期や機能についても不明である。

出土土器は、縄文時代前期の円筒下層式と中期上層式土器、弥生時代前期の土器が数点出土 してい

るほか、後期に比定される土器もある。主体は縄文時代中期後葉の榎林式土器と最花式土器で、 これ

らの遺構外出土のものには胴部破片が多い。出土位置は、グ リッドライン１４～１７までの竪穴住居跡

周辺か らの出土が多い。石器では、敲石や磨石などの礫石器の出土が多く、時期的には不明な点があ

るが、土器 とほぼ同じ出土分布であ り、竪穴住居跡の時期に伴うものと考えられ、住居周辺での積極

的な活動が窺われる。

このように、検出遺構と出土遺物か ら縄文時代中期後葉頃には、本丘陵に小規模な集落が営まれて

いたことが判明した。また、集落形成以前や以降の各時期にも僅かな遺物の出土があり、何 らかのか

たちで生活に係わっていたものと思われる。特に、縄文時代前期前葉以前は、斜面部に落とし穴と思

われる円筒形土坑がつくられ、狩猟域であったものと考え られる。以下に、斜面部を中心につくられ

た土坑群について述べる。

－ ９６ －
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　円筒形土坑の配列について

　本調査で斜面部に7基の円筒形土坑が検出された。この内、

第12号・第14号・第 5号・第1号土坑の底面から小穴が1個

から 3個検出されている。これらの土坑の小穴は、逆茂木の痕

であると考えられることから、落とし穴と推定される。また、

第 7号・第 4号・第10号土坑は平面形や規模や断面形態およ

び堆積状況が類似することから、同じく落とし穴と判断される。

いずれの検出面も中掫浮石層下面第Ⅷ層上面であることから、

縄文時代前期前葉以前に構築されたものと考えられる。

  これら7 基の落とし穴と考えられる土坑はほぼ等間隔で作ら

れている。県内で他に、落とし穴列として検出された例は少な

く、八戸市の鶉窪遺跡に見られるだけである。以下に本遺跡の

落とし穴とその配列について、鶉窪遺跡例との比較を中心に検

討していきたい。

 （形態）   平面形態はほぼ円形で、規模は開口部径が1．3ｍか

ら1．7ｍである。検出面から底面までの深さは 1ｍから1．2ｍで

ある。7基とも断面形態は、底面から垂直に立ち上がり中位か

ら上は擂り鉢状になる。底面は、傾斜地にあっても、ほぼ平坦

である。鶉窪遺跡の平面形態もほぼ円形であり、規模は大きく

分けて 3つに分類される。Ａタイプは上端径が2．13ｍから

2．53ｍ、深さが1．16ｍ から1．5ｍの大型の落とし穴で、 Ｂタイ

プは上端径が1．68ｍから1．86ｍ、深さが0．96ｍから 1．26ｍの

小型の落とし穴で、 Ｃタイプは上端径が2．02ｍから2．08ｍ、

深さが 1ｍから1．24ｍほどの中型の落とし穴である。1 5基と

も断面形態は擂り鉢状である。

  鶉窪遺跡の分類に当てはめてみると、本遺跡の落とし穴はＢ

タイプに分類される。鶉窪遺跡の例よりも小型落とし穴が多い。

（逆茂木痕）  落とし穴は底面に1 個ないしは2個から 3個の

逆茂木痕をもつものがある。逆茂木痕の深さは20㎝から30㎝

である。丘陵頂部や斜面上部に構築された落とし穴には逆茂木

が見られず、斜面下部に構築されたものほど逆茂木が多く見ら

れるようである。

  鶉窪遺跡の逆茂木痕は8 基の落とし穴から検出され、底面に

1 個から4個の逆茂木痕を持ち、深さは20㎝から50㎝である。

逆茂木痕は埋没沢南東の斜面上部に集中するが明確ではない。

（堆積状況）  いずれも自然堆積で、堆積土は全体的に黒色土

から黒褐色であり、黄褐色浮石を混入しているものが多い。鶉



窪遺跡の例についても自然堆積で、堆積土の最上部に中掫浮石が レンズ状に堆積している。

（時期） 構築年代は、出土遺物が全く見 られず、時期決定の根拠に欠ける。検出状況等から中掫浮

石降下年代 （約５，５００年前）よりも前の縄文時代前期前葉以前に構築されたと考えられる。鶉窪遺跡

についても同様に中掫浮石降下年代以前の時期を当てている。

（配列） 本調査区内を約１６ｍか ら１８ｍのほぼ等間隔で南北に並んでいる。斜面地の傾斜地に対し

て直行するような配列である。標高９０ｍの調査区北側の丘陵頂部か ら、標高７５ｍの南側緩斜面にか

けての斜面地を落とし穴が縦断する格好となる。総数では ７基の落 とし穴を検出したが、第 １号土坑

の南側の圃場整備された部分にも列として伸びていた可能性 もあるほか、東側調査区域外に落 とし穴

が構築されていた可能性もある。

鶉窪遺跡の落 とし穴は埋没沢を囲み、標高４５ｍか ら５３ｍ内に地形の等高線に沿って平行に構築さ

れている。埋没沢を挟んで東側は、 ３ｍから１５ｍの範囲で弧状の列を成 している。規模別に分類し

た落とし穴の分布は、Ａ ・Ｃタイプが斜面の上部に、 Ｂタイプが埋没沢付近にまとまる傾向にあるが、

明確ではない。

県外の例では岩手県北の軽米町水吉Ⅵ遺跡に見 られる。水吉Ⅵ遺跡では２１基の落とし穴が、標高

約１０５ｍと１０２ｍの２本の等高線に概ね沿 う形で弧状に配列されている。鶉窪遺跡例 と同様に、列が

地形の等高線に沿って平行に配列されている。軽米町の大堤 Ⅱ遺跡の落とし穴１５基は、標高２０５ｍ

の丘陵平坦地上に弧状の列をなす。

（まとめ） 本遺跡と他遺跡の落とし穴列の相違点をまとめる。

第一に、地形に対する落とし穴配列に違いがある。鶉窪遺跡や水吉Ⅵ遺跡の落 とし穴のように地形

の等高線に平行する落とし穴列とちがい、本遺跡の落とし穴列は地形の等高線に直行する。

第二に列の形状である。鶉窪遺跡 ・水吉Ⅵ遺跡 ・大堤Ⅱ遺跡では弧状の列形状であるのと違い、直

線的な列形状である。円筒形落 とし穴の配列については、石岡憲雄氏によると、主に直線状よりも弧

状の傾向を示すという指摘がなされている （石岡憲雄１９９１）。

本遺跡の落とし穴列と他遺跡との配列の相違は、狩猟の対象としていた動物の大きさや習性の違い

によるものと考えられるが、断定はできない。また、周辺の地形も密接に関わってくると考えられる。

本遺跡及びその周辺は、奥入瀬川を望む段丘上に立地し、幾つかの沢筋が見られる。 この段丘上に

第 ４編平窪（２）遺跡が位置する。 ここでも２基の円筒形土坑が検出されてお り、底面に逆茂木痕を持

つ ことか ら、落とし穴 として機能 していたと考え られる。構築時期 も、検出状況からほぼ同時期と推

定される。この段丘は縄文時代前期前葉以前に狩猟域としてかなり頻繁に利用され、段丘の幾筋もの

沢に向かって落とし穴が作 られたと推定される。

（坂本真弓）
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第 １章 基本土層

発掘調査区の現況 は工場跡地及び荒地である。 跡地 は、 削土 によ り平坦で基礎部 分の掘 り返 しの跡

が広範囲にお よんでお り、そ の範囲の遺構は消滅 している。本遺跡 の層序は、調査区東側境界面 を掘

り下げ確認 した。本遺跡 と近接 してあ る平窪 （２）遺跡の 自然堆積 層 と同じ状態 にある ことか ら、以下

にあわせて記述す る。 なお、平窪 （１）遺跡では、中掫浮石 層以下 の層 に欠層する ものがある。

第 Ⅰ層 １０ＹＲ ２／１黒色土 ：表土 層であ る。層厚は １０㎝ ～３０㎝で ある。 平窪 （１）遺跡では撹乱が

顕著でそれについては、 Ⅰｂ層お よび Ⅰｃ層 と表記す る。

第 Ⅱ層 １０ＹＲ ２／３ 黒褐色土 ：層厚は １０㎝～４０㎝ であ る。灰 白色岩粒 を含 み、 やや粘性がある。

平安時代以降の遺構 の掘 り込み面であ る。平窪 （１）遺跡 では部分 的に欠層 している。

第 Ⅲ層 １０ＹＲ ２／２ 黒褐色土 ：層厚 は１０㎝ ～４０㎝で ある。縄文時代の遺構面である。

第Ⅳ層 １０ＹＲ ３／４ 暗褐色土 ：層厚 は１０㎝程で、平窪 （１）遺跡の調査Ａ区では部分的に欠層 している。

第 Ⅴ層 １０ＹＲ ７／８ 黄橙色砂質土 ：中掫浮石層で厚 さは１０㎝～４０㎝ である。 平窪 （２）遺跡 に厚 い。

第Ⅵ層 １０ＹＲ ２／２ 黒褐 色土 ：層厚 は３０㎝ ～４０㎝で、平窪 （１）遺跡では欠層 している。

第Ⅶ層 １０ＹＲ ２／３ 黒褐色土 ：層厚は１０㎝ ～４０㎝で、平窪 （１）遺跡では沢地付近の斜面部 にみ られる。

第Ⅷ層 １０ＹＲ ３／３ 暗褐色土 ：第Ⅶ層 と第Ⅸ層 の漸移層

第Ⅸ層 ２．５Ｙ ５／６ 黄褐色粘質土 ：八戸火山灰最上層に相 当。堅 くしま りをもつ。

第Ⅹ層 １０ＹＲ ６／３～６／８ 砂礫層 ：本層中での細 分 も可能。平窪 （２）遺跡では上位 まで確認。

第ⅩⅠ層 １０ＹＲ ６／１～６／３ 褐灰色～灰 黄褐色土 ：八戸浮石流凝灰岩 に相当。

第 ２章 検出遺構と遺物

概 要

本遺跡は、奥入瀬川 と十和田市南端部を流れる後藤川に挟まれた丘陵地に立地する。遺跡のある丘

陵の南北には深い沢があり、馬背状の丘陵地形を形成 している。標高は６０ｍ～５０ｍ程で、遺跡を横

断して国道４号線が通っている。このため、国道の東側をＡ区、西側をＢ区と分けて調査した。調査

区Ａ区は、コンクリート工場の跡地で広範囲に削平撹乱されていた。削平は、第Ⅷ層の八戸火山灰層

まで及んでいる。調査 Ｂ区は小面積であるが、国道際の立木の伐採が遅れたため、調査が限定された。

調査により、竪穴住居跡 １軒、溝状土坑１４基、土坑 ７基、焼土炭化物範囲１基、炭窯 １基を検出した。

遺構に位置から削平範囲にも遺構が存在していた可能性は高い。遺構の時期は、縄文時代と平安時代

に比定されるものである。炭窯については、近現代の所産のものであるがあわせて報告する。

第 １節 竪穴住居跡 （第 ２図）

本調査で検 出され た住居跡 は １軒で ある。

第 １号竪穴住居跡 （第 ２図）

［位置 と確認］調査 Ａ区南側緩斜面、 Ｑ ・Ｒ－ ５ ・６グ リッ ドに位置す る。表土撤去後 に第 Ⅴ層 ロー

ム面で、黒色土 と褐色土 の混合 した不整なプ ランで確 認 した。本遺構 の西側は、国道建設の際に大 き

く撹拌 されてお り、検 出時 には撹乱の可能性があったが、半裁後 に住居跡 と確認 した。
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 ［平面形・規模］斜面地にあり、遺構の南側の壁を捉えることができなかったため、全体形状は不明

である。遺存している部分から、およそ4ｍ程の円形の住居であったものと思われる。

［堆積土］褐色土を主体とした土が2層確認された。

［壁・床］床面は多少起伏があるものの、斜面とは異なりほぼ平坦である。また、小範囲ではあるが、

炉の北側に堅く締まった部分を検出した。壁は北側部分に、不整な弧状に僅かに遺存している。高さ

は検出面から、最大30㎝程である。

［炉］石囲い炉である。自然礫を16個、ほぼ円形に配置して作られてある。用いられている礫には、

特に規則性はみられず、隙間には礫片や小円礫を充填している。炉内部には、明瞭な焼土面を確認で

きなかったほか、礫自体も明瞭に被熱してはいなかった。

［柱穴］住居内から3個の小穴を検出した。深さは10㎝～20㎝である。これ以外に検出できなかっ



たが、本住居の柱穴ないしはそれに関係するものと考えている。

［出土遺物］炉の内側 と周辺か ら、石器と土器が数点出土 した。

［小結］本遺構は、遺存状態が悪く詳細は不明であるが、出土土器 と石囲炉であることから、縄文時

代中期から後期頃の住居跡と考えている。

第 ２節 土 坑

本調査では、近現代の炭窯 １基を含む総数２２基の土坑が検出された。調査 Ｂ区で検出された円形

の土坑は、ほぼ同一規模で等間隔な配置で作られており、土質か ら縄文時代に比定されるものと考え

られる。溝状土坑については、調査区境界のものが半数あるほか、削平部分にも存在していた可能性

がある。特に規則的な配列はみ られない。各遺構の掘 り込みは、第 Ⅱ層面及び第Ⅲ層面である。これ

らのほか、土質か ら平安時代に比定されるものもある。 これ らについて、形態および帰属時期別に図

示し記述するため、記載の土坑番号は昇順どうりではない。［重複］や ［出土遺物］がないものについ

ては項 目を削除する。

第 １号土坑 （第 ３図）

［位置 と確認］調査Ａ区東側境界 Ⅰ－２２グ リッ ドに位置す る。粗掘 り前の トレンチ掘 りの際検出 した。

［平面形 ・規模］調査 区外 に延びているため全体形 は不 明で ある。検出 した部分で、 開 口部長軸は約

１．５ｍ、底面長軸 は約 １．２ｍ ある。 開 口部幅 は約１．５ｍで ある。 深 さは掘 り込 み面か ら最大 １．３ｍ あ り、

断面形は中位か ら開 くＹ字型で ある。［堆積土］ 自然堆積 で １１層 に分け られ る。第 ４層以 下は崩落 に

よる堆積で、各層 に中掫浮石 を含む。［底 面 ・壁］底面 は平坦であ る。周壁の うち第 Ⅲ層 とⅣ層 を壁 と

している部分は大 きく崩落 している。

第 ２号土坑 （第 ３図）

［位置 と確認］調査 Ａ区の北側沢 に面 した緩斜面部 Ｐ ・Ｑ －２３グ リッ ドに位置す る。第 Ⅲ層面で黒

色の長楕 円形プ ランで検 出した。［平面形 ・規模］東側がやや膨 らむ葉巻形である。開口部長軸は約 ４ｍ、

底面長軸は３．４ｍ ある。 開 口部幅 は約 １．３ｍで ある。深 さは検出面か ら最大 １．７ｍ あ り、 断面 形はＶ字

型である。［堆積土］ ８層に分 け られる。第 ４層は上部の周壁が崩落 したものと考 え られ る。［底面 ・壁］

底 面は平坦である。

第 ３号土坑 （第 ３図）

［位 置 と確 認］調査 Ａ区の北側緩斜面部 Ｐ ・Ｑ －２１グ リッ ドに位置す る。 斜面下方 ４ｍ離れ て第 ２

号土坑が ある。 開 口部の東側 に撹乱 を受 けて いる。［平面形 ・規模］ 不整な葉巻形で ある。開 口部長軸

は４．１ｍ、底面長軸 は約 ３．８ｍあ る。開 口部幅は約 １．３ｍで ある。深 さは検 出面 か ら最大 １．９ｍあ り、 断

面形 はⅤ字型である。［堆積土］ ７層 に分 け られ る。第 ４層以下の各層は、周壁 の崩落土 と流入土の混

合層 と考える。［底面 ・壁］ 底面は平坦で ある。

第 ４号土坑 （第 ３図）

［位置 と確 認］ 調査 Ａ区の北側 Ｑ ・Ｒ－２０グ リッ ドに位 置す る。［平面形 ・規模］ 不整な長楕 円形で

ある。 開 口部 長軸は３．２ｍ、 底面長軸は約２．６ｍあ る。 開 口部 幅は約 １．２ｍ である。 深 さは検 出面か ら

最大 １．４ｍあ り、 断面 形はＹ字型で ある。［堆積土］ ６層に分け られる。第 ３層以下の各層は、周壁 の
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崩落土と流入土の混合層と考える。第 １層と第 ２層は、崩落等で埋没し土圧で窪んだ部分に自然堆積

した黒色土と考えられる。［底面 ・壁］底面は平坦である。

第 ５号土坑 （第 ４図）

［位置 と確認］調査 Ａ区の北側 Ｏ－１９・２０グ リッ ドに位置す る。［平面形 ・規模］ ほぼ葉巻形である。

開 口部長軸は約４．２ｍ、底面長軸は３．６ｍ ある。 開 口部幅 は約１．２ｍである。 深 さは検 出面か ら最大 １．９

ｍあ り、断面形はＶ字型 に近い。［堆積土］ ９層 に分け られる。第 ７層は上部の周壁 が崩落 したもので、

間 に第 ６層が流入 して いる。堆積状況か ら、下 層の堆積か ら崩落 まで にはやや時間があった もの と思

われる。［底面 ・壁］底面 は平坦である。 底面の南側 は壁側 にやや入 り込んでいる。

第 ６号 土坑 （第 ３図）

［位置 と確認］調 査Ａ区東側境界 Ｇ －１４グ リッ ドに位 置す る。［平面形 ・規模］調査 区外 に延びてい

るため全体形は不明である。検 出 した部 分で、 開 口部長軸 は約 １．３ｍ、底面長軸 は約 １．１ｍ ある。開 口

部幅は約１．１ｍである。深 さは掘 り込み面か ら最大 １．３ｍ あ り、 断面形は 中位か ら開 くＹ字型で ある。

［堆積土］ ６層 に分 け られる。第 ３層以下の各層は、周壁の崩落土 と流入土の混合層 と考える。［底面 ・

壁］底面は平坦 である。底面 の端部は、緩 く湾曲 して内側 に入 り込 んで いる。

第 ７号土坑 （第 ４図）

［位置 と確認］調査Ａ区南東側 Ｇ－１１・１２グ リッ ドに位置す る。［平面形 ・規模］不整な葉巻形である。

開口部長軸 は約３．３ｍ、底面 長軸は２．７ｍ ある。 開 口部幅 は最大 １．４ｍで、西側 に広 いが崩落 によ るも

のと思われ る。深 さは検 出面か ら最大 １．８ｍ あり、断面形はＶ字型に近 い。［堆積土］ ６層 に分け られる。

第 ５層は崩落土で、 間に流入土 の混合 した第 ４層が入 り込 む。［底面 ・壁］底面は平坦 である。

第 ８号土坑 （第 ４図）

［位置 と確 認］ 調査 Ａ区のほぼ 中央部 Ｏ－１６グ リッ ドに位置す る。［平面形 ・規模］ 不整な長楕 円形

に近 い。 開 口部長軸は約 ３．２ｍ、底面長軸 は約 ３．４ｍ ある。 開 口部幅は最大 １．２ｍ であ る。深 さは検出

面 か ら最大 １．５ｍ あ り、 断面形はＶ字型 に近い。［堆積土］ １０層 に分 け られ る。第 ６層 は上部 の周壁が

崩落 した もので、間に第 ５層が流入 して いる。堆積状態か ら、下層の堆積か ら崩落 まで にはやや時間

があったもの と思われる。［底面 ・壁］底面は平坦で、緩やか に湾曲 している。底面 の両端部は、 内側

に入 り込んでお り開 口部 と底 面がややずれて いる感 じがある。 地震 の影響 によるものと考えている。

第 １１号土坑 （第 ４図）

［位 置 と確認］調査 Ａ区の南側 Ｋ ・Ｌ－１０グ リッ ドに位 置す る。［平面形 ・規模］ 不整な長楕 円形で

ある。 開 口部長軸は３．５ｍ、底面長軸 は約 ２．９ｍ ある。 開 口部幅は約 １．４ｍ あるが、崩れて いる可能性

が高い。深 さは検 出面 か ら約１．８ｍあ り、断面形は Ｙ字型 に近 い。［堆積土］ １１層に分 け られる。崩落

土を主体 にし流入土の混合層 している もの と考 える。［底面 ・壁］底面は平坦で ほぼ直線であ る。

第 １３号土坑 （第 ５図）

［位置 と確認］調査Ａ区南東部境界 Ｇ－１１グ リッ ドに位置す る。黒色土の不整な落ち込みで検 出した。

［重複］掘 り下げ時 には風倒木の可能性 があったが、境界壁面の土層か ら重複 した遺構であ ると判 断

された。本遺構 の方が新 しい。［平面形 ・規模］調査 区外 に延びて いるため全体形 は不明であ る。検 出

した部分で、 開 口部長軸は約 １ｍ、底面長軸 は約９０㎝ ある。 開 口部 幅は約１．１ｍである。 深さは掘 り

込み面か ら約 １．７ｍ あ り、断面形はＶ字型である。［堆積土］ ８層 に分 けられる。第 ５ ・６層は上部の
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周壁 が崩落 した もので、間 に第 ４層が流入 して いる。堆積状 態か ら、下層 の堆積か ら崩落 までにはや

や時間があったものと思われ る。［底面 ・壁］ 底面は平坦 である。周壁 のうち第 Ⅲ層 とⅣ層を壁 として

いる部分 は大 き く崩落 して いる。

第 １４号土坑 （第 ５図）

［位 置 と確認］調査 Ａ区南東部 境界 Ｇ－１１グ リッ ドに位置する。［重複］第 １３号土坑 と重複 し、本遺

構 の方 が古 い。［平面形 ・規模］調査区外 に延びているため全体形 は不明である。検 出 した部分で、開

口部長軸は約 １．５ｍ、底面長軸 は１．７ｍ ある。 開 口部 幅は約 １ｍ である。深 さは掘 り込み面か ら約 １．９

ｍ あ り、 断面形は不整形で ある。［堆 積土］ １４層 に分 け られ る。第 ２層か ら第 １１層 までの層は、地山

の細 ブロックが多量 に混入する。 人為 的に壊 して埋 めて いる可能性が ある。［底面 ・壁］底面 は平坦で

ある。周壁の うち第 Ⅲ層 とⅣ層を壁 としている部分 は大 き く崩落 して いる。

第 １５号土坑 （第 ５図）

［位置 と確 認］調査 Ｂ区の Ｂ’ －１５グ リッ ドに位置 す る。国道 の法面 部分 にあた り、障害物 のため

完掘できなか ったが、おそ らく東側 は削平されているものと思われる。［平面形 ・規模］検 出した部分で、

開 口部長軸は約 １．７ｍ、底 面長軸 は約 １．６５ｍ ある。 開口部幅 は９０㎝ である。深 さは掘 り込み面か ら約

２ｍ あ り、 断面形は Ⅴ字型 である。［堆積 土］ １１層 に分 け られ る。第 ３層以 下の各層 は、周壁 の崩落

土 と流入土の混合層 と考 える。［底面 ・壁］底面は平坦である。

第２０号土坑 （第 ５図）

［位置 と確認］調査 Ｂ区のＡ’ －１１グ リッ ドに位置す る。本遺構 の大 部分は、第 １５号土坑 と同 じく

削平 されて いる もの と思われ る。 近接 して第 ２１号土坑が ある。 開 口部部分 は重複 して いた可能性が

あ る。［平面形 ・規模］検 出 した部分で、 開 口部長 軸は９０㎝、底面長軸 は６０㎝で ある。 開口部 幅は約

１．２ｍである。深 さは掘 り込 み面か ら約 １．９ｍあ り、断面形は不整なＹ字型である。［堆積土］ ８層 に分

け られる。［底面 ・壁］底面は平坦であ る。

第２１号土坑 （第 ５図）

［位置 と確認］ 調査 Ｂ区のＡ’ －１１グ リッ ドに位 置す る。近接 して第２０号土坑があ り、開 口部部分

は重複 していた可能性が あるが、新 旧は不明である。［平面 形 ・規模］検 出した部分で、 開口部長軸は

２．４ｍ、底面長 軸は２．１ｍで ある。 開 口部幅 は約 １ｍであ る。深 さは掘 り込み面か ら約２．１ｍ あ り、断

面形は不整な Ｙ字型 であ る。［堆積土］ １５層 に分 け られ る。地 山のブ ロックが混入す る土 で人為 的に

埋め られ ている可能性がある。［底面 ・壁］ 底面は平坦 である。

第 １６号土坑 （第 ６図）

［位置 と確認］調査 Ｂ区のＣ’ －１４グ リッ ドに位置する。第Ⅳ層面で黒褐色土 の不整円形で検 出した。

近接 して第１７号～第 １９号 ・第 ２２号土坑が ある。［平面形 ・規模］ 平面形 は２．４ｍ ×２．１ｍ のや や楕 円形

に近い形状で ある。底 面のやや南寄 りに径が約８０㎝程 の小穴 をもつ。検 出面か ら小穴底面 まで の深

さは、 １．３ｍあ る。 この小穴 については堆積状況 か ら本遺構 に付随す るものと判断 して いる。 断面形

状 は、小穴 を含め段状 となるが、 北側部分 ではさ らに一段付 く階段状 となる。堆積土 の状態か ら、他

の遺構 との重複ではないものと判断 している。［堆積土］ ９層 に分け られ る。褐 色土 を主体 に した土で、

第 ４層や 中掫浮石粒が多量 に混入す る第 ７層 は周壁 の崩落 と判断 しているほか、他層 の堆積状況 か ら

自然堆積 と判断 している。［底面 ・壁］ ほぼ平坦で前述の小穴がある。 周壁 もほぼ直 に立ち上がる。

－ １０６ －
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  第17号土坑  （第6図）

［位置と確認］調査Ｂ区のＣ́ －13・14グリッドに位置する。第Ⅳ層面で黒褐色土の円形で検出した。

 ［平面形・規模］ 径が最大2．1ｍの円形である。検出面からの深さは1．1ｍである。［堆積土］ 6 層に分

けられる。第3層と第4層は土質から壁が崩落ないしズレたものと考えている。堆積状況から自然堆

積と判断している。［底面・壁］底面は平坦で、周壁は底面から直に立ち上がり、中位で大きく外側に

開く。断面形状はＹ字型である。

  第18号土坑  （第6図）

［位置と確認］調査Ｂ区のＢ́ －14グリッドに位置する。第Ⅳ層面で黒褐色土の不整形で検出した。
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［重複］土層面観察により、他の遺構と重複しているものと判断した。本遺構の方が新しく、重複し

ているものを第 22号土坑として調査した。［平面形・規模］ 重複していることの確認が遅れたことと、

土質の誤認から開口部部分を大きく掘り過ぎてしまった。遺存している部分から径が約2ｍ程の円形

であったものと思われる。深さは検出面から 1．3ｍある。［堆積土］ 8 層に分けられる。第 7 層は周壁

の崩落土で、堆積状況から自然堆積と判断している。［底面・壁］ 底面は平坦である。周壁は第 17 号



土坑 と同 じく、底面か ら直に立ち上が り、 中位で大 きく外側 に開 く。 断面形状はＹ字型で ある。

第 １９号土坑 （第 ６図）

［位置 と確認］調査 Ｂ区の Ｂ’ Ｃ’ －１３グ リッ ドに位置す る。第 Ⅳ層面で黒褐色土の円形で検 出した。

［平面形 ・規模］ 平面形は２．３ｍ ×２．２ｍ のほぼ 円形で ある。深 さは検出面か ら最大 １．４ｍ ある。

［堆積土］ １２層 に分 け られ る。黒 色土が主体 の自然堆積 と考 える。第 １０層 は土質 か ら崩落土 と判 断

している。 また、第 １１層 と１２層 には黒色土 と黄橙 色粘 土、灰黄褐色粘土 に砂粒が多量 に混入 し互 層

に堆積 して いる。埋没初期段 階は流水 による堆積 であった ものと考え られる。

［底面 ・壁］底面は平坦 である。 南側 の壁 は底面か ら開きなが ら立ち上が り、ほかの周壁は 中位で段

を持つ形状であ る。

第２２号土坑 （第 ６図）

［位置 と確 認］ 調査 Ｂ区 のＢ’ －１４グ リッ ドに位置す る。［重複］第 １８号土坑 と重複 している。 本遺

構 の方が古 いと判断 した。［平面形 ・規模］土 を誤認 したた め、大 きく掘 りすぎて しまい形状 を判断で

きな い。遺存 している底面は不整な楕 円形である。［堆積土］ ２層 に分 けられる。褐色土で黒色土粒を

混入す る。［底面 ・壁］ 底面は平坦 である。周壁 は掘 りす ぎて しまい不明である。

第 ９号土坑 （第 ７図）

［位置 と確認］調査Ａ区南側緩斜面 Ｊ－８グ リッドに位 置す る。第Ⅳ層面で検出 した。［平面形 ・規模］

規模 は開口部長軸で約３．３ｍ、単軸 で ２ｍ、底面長軸で ３ｍ、単軸で約 １．８ｍ ある。形状 はほぼ隅丸長

方形 であ る。深 さは検 出面か ら最大５０㎝ で ある。［堆積土］ ４層 に分け られ る。黒色土 を主体 に し、

第 ２層には炭化物が混入す る。第 ４層は、黒色土 と黄褐色土の混合土 で、遺構 の南半部 に見 られる。［底

面 ・壁］底面は、遺構の北半部は平坦 であるが南 半部 は不整で起伏が ある。全体 的には、傾斜 に沿っ

てやや傾斜 して いる。南半部の一段深 く起伏 のある部分 について は、伴 うもの と考 え られ るが、掘形

であるか どうか断言できない。周壁は底面か らほぼ直 に立 ち上が る。

第 １２号土坑 （第 ７図）

［位 置 と確認］調査 Ａ区中央部 Ｑ－１５グ リッ ドに位 置す る。第 Ⅳ層面 に黒色土 の円形で検 出 した。

周辺 に同様な遺構は見 られ ない。［平面形 ・規模］ ３ｍ ×２．７ｍ のやや楕 円形に近い形状である。 底面

には、 中央か ら北側 にかけて不整 な小土坑状 の掘 り込 みが ある。検 出面か ら底面 まで の深 さは約９０

㎝ で、 底面か ら掘 り込 まれて いるもの まで は最大 １．３ｍある。［堆積土］ １６層 に分 けられ る。黒色土が

主体 で、堆積状況か ら自然堆積 と判断 している。 本遺構 の東側、第 ７層 の上面 にブロ ック状 に火山灰

の堆積がみ られた。小規模で他 にみ られない ことか ら、風流水 による二次堆積によるものと考えている。

［底面 ・壁］底面は平坦である。底面 にある小土坑状 のものは起伏が ある。伴 うもの と考え られ るが、

掘形で あるか どうか断言で きな い。周壁 は底面か らほぼ直に立ち上がる。

第 １０号土坑 （第 ７図）

［位置 と確認］調査 Ａ区南東部境界付近 の Ｃ ・Ｇ－９・１０グ リッ ドに位置す る。表 土直下 に、黒色土

に焼けた土 のブロ ックが多量 に混入 した、大きな不整形プ ランで検 出 した。［平面形 ・規模］全体的な

平面形は紡錘形である。焚 口か ら煙出孔 まで含 めた長 さで５．４ｍあ り、焼成室の最大幅は２．５ｍである。

掘形を含めると長さで２５㎝、幅で５０㎝程大 きくなる。検出面か ら焼成室底面 までの深さは５０㎝である。

焼成室西側 に小土坑状 の掘 り込みが ある。 形状は不整形で、規模 は １ｍ× １．７ｍ、焼成室底面か らの

－ １１０－
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深さは６５㎝ ある。堆積土か ら本遺構に付随する施設 と判断される。［堆積土］底面の小土坑および作

業場部分を含め１２層に分けられる。第 ４層は橙色粘土で天井壁の崩落 したものと考えている。小土

坑内の堆積土は、黒色土に地山粘質土が細ブロックで混入するもので、第６層と７層は掘形埋土から

連続している。第６層は還元面、第 ７層は酸化面である。焚口と作業場部分の第 ５層と第１１層中には、

炭の細片が多量に混入している。［底面 ・壁］底面は平坦で全面が還元 している。壁は、掘形に約２５

㎝の厚さで粘土を張 り付け構築 している。焼けて橙色である。とことどころに板目の痕跡がみられる。

［煙出孔］規模は３０㎝×４０㎝の楕円形で、焼成室奥壁のほぼ中央に周壁 と同じ粘土を張 り付け作 ら

れている。粘土は薄い鉄板によ り固定されていた。［小結］粘土で構築された ドーム型の炭窯 と判断さ

れる。煙出孔部分の鉄板の使用と、さほど腐食が進んでいない状況か ら、本遺構については近現代の

所産であるものと考えている。

第 ３節 焼土 ・炭化物 （第 ７図）

第Ⅱ層掘 り下げ時に、調査Ａ区北側斜面部近 くＭ－２３グリッドに焼土と炭化物の範囲を検出した。

２．４ｍ×１．７ｍの不整な楕円形範囲に細かい炭化物と焼土がみ られた。範囲中には、焼土粒と炭化物が

黒色土と混合した状態にあった。本遺構の北側に １ｍ程離れて土師器坏 の細片が２点出土した。土層

及び出土土師器から、本遺構は平安時代に比定されるものと考えているが、詳細は不明である。

第 ３章 遺構外出土遺物

第 １節 土師器 ・縄文土器 ・石器

本調査で出土 した遺物 には、 土師器 が ２点、縄文土器が８０点程で ある。土師器は、焼土 ・炭化物範

囲に近接 して ２点 出土 した。成形痕か ら平安時代 に比定 され るもので ある。小破片で図示で きない。

縄文 土器 の多 くは、調査 Ｂ区か ら出土 している。 層位 は第 Ⅱ層と第 Ⅲ層であ る。細 片が多 く図示でき

る ものは少ない。石器は １点だけの出土であ り合わせ て記述す る。

縄 文土器 （第 ８図 １～ １６）

第 ８図 １と ２は折 り返 し口縁 とな るもので ある。 口端部に工具による刻みが施 されている。 １の器

面は荒れていて明瞭で はな いが、撚糸が施文 されている。 ２の器面 には工具 の痕が残る。共 に胎土 に

は石英 を含んでいる。 ３は幅 の広 い無文 の口縁部である。 工具によるナデ の痕がみ られる。 ４と ５は

粗 い撚糸が施文 される胴部片で ある。 ６はＲＬの単節斜状文が施される。胎土 には砂粒を含 む。 ７～

１５は同一個体で ある。 出土点数は多 いが復元 まで には至 らない。 口唇折 り返 しで小波状 口縁 にな る

壺型土器の可能性 がある。 口唇直下 と頚部 に ２条 の沈線 を施 し、 口縁 無文帯 とな る。胴部には三条 を

一単位 とした横位の沈線 を施 し、そ の中に沈線 による楕 円形文を施 している。

７～ １５は十腰内 Ⅰ式 に比定 され るもので、他 の土器 もほぼ同 じ時期 に比定 されるものと思われる。

石器 （第 ８図 １７）

遺構外か らの 出土は １点だけである。偏平 な礫 を打割 し、打割面側 を主 に加工 して いる。石斧的に

機能 したもので破損品 と考えている。

（小田川）

－ １１２ －
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第 ４章 まとめ

本遺跡の原地形は、沢地に挟まれた馬背状の小丘陵地であったものと思われる。この小丘陵のほぼ

頂部を切 り崩し国道が建設されているほか、国道脇は工場建設の際に大きく削平撹乱され、遺跡の遺

存状態は悪い。

本調査で検出された遺構は、竪穴住居跡 １軒、土坑２１基、焼土炭化物範囲 １ヶ所である。遺物は

少なく、縄文時代の土器と石器が約８０点と平安時代の土師器が ２点出土した。

１軒だけ検出した竪穴住居跡は、南側の斜面地に構築されている。斜面地という立地のほか、撹乱

により遺存状態は悪く、規模 と形態については詳細に欠ける。炉は不整な礫を配置した石組炉であり、

拠点としての住居であったものと思われるが、炉内の焼土も薄く配置された礫の被熱も弱いことか ら、

長期間に営まれた住居の感じが見受けられない。 このことは、住居内の遺物の少なさもあるが、住居

周辺からの出土遺物がないことからもいえる。国道や削平された部分に、他の住居跡があった可能性

もあるが、出土遺物数か らも集落といえるほど住居が存在 していた可能性は少ないと思われる。

検出された土坑は、近代の炭窯を除き、溝状土坑１４基 とその他のものが ６基ある。溝状土坑は、

いわゆる落とし穴 として機能 したものと考えているが、本遺跡での構築位置か らは規則性を見いだす

ことはできない。隣接する平窪 （２）遺跡で検出された、同じ溝状土坑が地形を考慮して、有効的に配

置構築された可能性があるのに対 し、本遺跡のものは単独で無作為につくられた可能性が強く感 じら

れる。縄文時代の所産 と思われるが、明確な帰属時期は不明である。

これら溝状土坑のほかに、縄文時代に比定される土坑は、調査 Ｂ区で検出された４基の土坑がある。

この土坑は、規模と形態がほぼ同じで４基がほぼ等間隔にあることから、意図的に配置されてつくら

れた可能性がある。堆積土の状態は自然埋没の状態に近 く、墓や建物の柱穴としてつ くられたものと

は考えられない。フラスコ状土坑 とは形態の異なる、貯蔵穴としての機能も想定されるが推測の域を

でず、類例を待ちたい。帰属時期については、周辺か ら縄文時代後期十腰内 Ⅰ式土器が、本遺跡の中

でも数量的にまとまって出土していることから、 これ らの土器の時期の所産の可能性がある。

ほかに第 ９号土坑と第１２号土坑は、ともに異なる形態であるが、堆積土の土質と第１２号土坑に僅

かに堆積 していた火山灰か ら平安時代に比定されるものと考えている。

出土遺物は出土数も少なく、また細片が多い。出土位置は調査Ｂ区に多く、時期は縄文時代後期十

腰内 Ⅰ式土器と中期か ら後期のものと思われるものがある。

以上のように、検出の遺構の種類とその密度や出土遺物数から、本遺跡は、縄文時代では後述する

平窪（２）遺跡と連動した狩猟を中心とした区域であ り、本遺跡の周辺にこれ らの落とし穴を構築し、

糧とした集落があったものと考えられる。そのおよその時期は縄文時代後期頃であ り、その後 この丘

陵は生活域から離れるが、平安時代には再度生活域として使われる。南側の沢を隔ててある伝法寺館

跡に平安時代の住居跡が検出されていることか ら、その時期に関連するものと考えられ、各時期で副

次的に使用された丘陵であったと思われる。 （小田川）

－ １１４ －
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第 １章 検出遺構

概 要

本調査区は、丘陵地の南側に面 した斜面部と沢に面した平坦地であり、調査区の中を旧国道が横断

する。旧国道を境に南東側に平坦地が広 く、沢地を挟み平窪（１）遺跡と対峙する。沢に面した平坦地は、

現況で標高５３ｍの荒地であったが、調査によ り造成されていたものと判明した。本来は北側の斜面

か ら延びる緩傾斜地であるが、グリッドラインの４０～５０にかけて約４０ｍ四方の範囲は、最大 ５ｍもの

盛土で覆われていた。盛土は基盤層の大きい粘土等を多量に混入させており、深 く掘削されたものが

投棄されていることが窺われ、おそらく、西側に通る国道４号線建設の際に掘削されたものと思われる。

検出された遺構は、土坑２４基、焼土跡 ３基、道跡 １条である。大半の遺構は、沢に面 した平坦地の

盛土下で検出されている。ほかに、北側の斜面部に数基検出しているほか、焼土跡は第Ⅳ層の中掫浮

石層直下で検出している。

本遺跡の基本層序については、平窪 （１）遺跡と近接してお り、同一丘陵地内での堆積であることから、

第 ３編の第 １章で合わせて記述 している。なお、本遺跡の土層図はグリッ ドライン５７～５８の調査区

境界の西壁面で確認している。

第 １節 土 坑

第 １号土坑 （第 ２図）

［位 置 と確認］調査 区北側の傾斜地、 Ｓ－７０グ リッ ドに位置 している。第 Ⅲ層下面 で検 出 した。［平

面形 ・規模］平面形 は、楕 円形 である。規模 は開 口部長軸４．４ｍ 、幅約 １ｍで、底面 は長軸３．５ｍ、幅

１４㎝ 、深 さは １．７ｍで ある。［堆積土］ ９層に分層 される。黒褐色土 を主体だが、 中位層か ら下位層 に

かけて中掫浮石 を多 く混入す る。［底面 ・壁］ 底面はやや起伏 が多 い。長軸方向の断面では、壁 は底面

か らほぼ垂直 に立ち上が る。短軸方向の断面では、壁 は底面 か らほぼ直線的 に立ち上が り、上端付近

でやや外側 に開 く。

第 ２号土坑 （第 ２図）

［位置 と確認］調査 区北側 の傾斜地 、 Ｒ ・Ｓ－７３グ リッ ドに位 置す る。第 Ⅲ層下 面で検出 した。［平

面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 であ る。規模 は、開 口部 で長軸４．５ｍ、 幅 １．２ｍ、 底面 の長軸 ４ｍ、幅

１０㎝、深 さは１．７ｍである。［堆積土］ ８層に分層される。中掫浮石が 中位層で全体的に混入する。［底面 ・

壁］ 底面はやや起伏が多 い。長軸方向の断面では、壁 は底面か らほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口部付近

で外反する。短軸方 向の断面では、壁は多少凹凸を有 しなが らも直線 的に立 ち上が り、開 口部付近で

大 きく外反す る。

第 ３号土坑 （第 ２図）

［位置 と確認］調査区ほぼ中央、Ｗ －５７・５８グ リッドに位置す る。第 Ⅲ層下面で検 出 した。 ［平面形 ・

規模］平面形 は楕 円形で ある。規模 は、開 口部長軸４．３ｍ、幅８３㎝ 、底面長軸３．７ｍ、幅 １６㎝、深 さ

は約 １ｍである。［堆積土］ ５層 に分層 され る。黒褐色土が主体 であるが、第 ３層 と第 ５層 に中掫浮石

がブ ロック状に堆積 して いる。［底面 ・壁］底面はほぼ 平坦 である。 長軸方 向の断面では、北西壁 は底

面か らほぼ垂直 に立 ち上 が り、 開口部付近で外反する。南東壁 は中位 に段 を有 し、 開口部付近で外反
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す る。 短軸方 向の断面では、壁は底面か ら直線的に立 ち上が り、 口縁部付近で外反する。

第 ４号土坑 （第 ２図）

［位置 と確認］調査 区南側の平坦地、 Ｍ －４０グ リッ ドに位置す る。第 Ⅳ層面で検 出 した。［平面形 ・

規模］ 平面形は楕 円形である。規模は開 口部長軸３．７ｍ、幅 １．２ｍ 、底面で２．６ｍ、幅 ６㎝ 、深 さは１．９

ｍであ る。［堆積土］ １２層 に分 層 され る。全体的 に中掫浮石が混入す る。［底面 ・壁］底 面はほぼ 平坦

である。長軸方向の断面では、北西壁 は底面 か らほぼ垂直 にに立 ち上が り、開 口部付近 でわずかに外

反す る。南東壁は底面か ら開 口部まで外反 しなが ら立 ち上が る。短軸方向の断面では、壁 は底面か ら

ほぼ垂直 に立ち上が り、中位 か ら開 口部 にか けて大 き く外反す る。

第 ５号土坑 （第 ３図）

［位置 と確認］調査 区南側の平坦地、Ｍ ・Ｎ－４１グ リッ ドに位 置す る。第Ⅳ層面で検 出 した。［平面形 ・

規模］平面形は楕 円形で ある。規模は開 口部約 ４ｍ、幅約９０㎝、底面長軸で３．４ｍ、幅 １２㎝、深さは

１．７ｍ である。［堆積土］ ７層 に分 層 される。全体的 に中掫浮石 の混 入が多 い。［底面 ・壁］ 底面はほぼ

平坦である。長軸方向の断面では、壁は底面か らほぼ垂直に立ち上が り、開口部付近で大 きく外 に開く。

短軸方向の断面では、壁 は底 面か ら緩やか に外側 に開きなが ら立ち上がる。地滑 りによ り底面付近で

僅か にズ レが生 じている。

第 ６号土坑 （第 ３図）

［位置 と確認］調査区南側 の平坦地、 Ｌ ・Ｍ －４２・４３グ リッ ドに位置する。第Ⅳ層面で検 出した。［平

面 形 ・規模］ 平面形 は楕 円形で ある。規模 は 開 口部長軸 で ４ｍ 、幅約 １ｍ、 底面長軸 で３．５ｍ、幅

１６㎝ 、 深 さは １．５ｍ であ る。［堆積 土］ ６層 に分 層され る。黒色 土が主体で ある。 第 ３層 と第 ４層で

中掫浮石層の崩 落が見 られ る。［底面 ・壁］底面はほぼ平坦 である。長軸方 向の断面では、壁は底面か

らほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口部で緩 く外側 に開 く。短軸方 向の断面では、壁 は底面か ら外傾 しなが

ら直線 的に立 ち上が り、開 口部で大き く外側 に開 く。

第 ７号土坑 （第 ４図）

［位 置 と確認］ Ｎ ・Ｏ －４３グ リッ ドに位 置す る。第 Ⅳ層面で検 出 した。［平 面形 ・規模］平面形 は楕

円形である。規模 は開口部長軸で４．４ｍ、幅 １．２ｍ、底面長軸で３．９ｍ、幅２０㎝、深 さは１．７ｍである。［堆

積土］ ８層に分層 される。黒褐色土が主体である。第 ６層の中掫浮石層でズ レが生 じている。［底面 ・壁］

底面はやや起伏 が多 い。長軸方向の断面では、壁は底面か ら内傾 しなが ら立ち上が り、開 口部付近で

外反す る。短軸方 向の断面で は、壁は底面か らほぼ 垂直に立ち上が り、開 口部付近で外反す る。地滑

りによ り、 開 口部か ら下部 の約 １．２ｍが全体 的に南に向かって ５㎝程ズ レて いる。

第 ８号土坑 （第 ３図）

［位置 と確認］調査区南側の平坦地、Ｌ ・Ｍ－４４グ リッドに位置する。第Ⅳ層面で検出 した。［平面形 ・

規模］全体 の約 ３分の １程度が撹乱 を受けているが、 ほぼ楕 円形で あるもの と思われる。遺存す る部

分の規模 は、開 口部長軸で３．４ｍ、幅１．４ｍ、底面長軸で４．２ｍ、幅２０㎝、深 さは １．７ｍである。

［堆積土］ ６層 に分層 され る。上位 層に中掫浮石 の混入が多 い。湧水の為、第 ６層以下 は土層で きな

かった。［底面 ・壁］底面はほぼ 平坦 である。長軸方 向の断面では、壁は底面か らやや 内湾 なが ら立ち

上が り、開 口部付近で外反する。短軸方向の断面では、壁は底面か ら開 口部に向け外反 して立ち上がる。

一部地滑 りによ りズ レが生 じているのが確認 された
。
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第 ９号土坑 （第 ３図）

［位置 と確 認］ 調査区東 の境界 にかか る Ｊ ・Ｋ－４４グ リッ ドに位置す る。第 Ⅳ層面で検 出 した。［平

面形 ・規模］ ４分の １程度が調査区外 に延びるため全体形は不明で あるが、ほぼ楕 円形 と推定 される。

検 出 した部分 の規模 は、 開 口部長軸で３．５ｍ、 幅約 １ｍ、底面長軸で３．３ｍ、 幅２４㎝、深 さは １．５ｍで

ある。［堆積土］ ７層に分層 される。黒色土が主体 である。第 ２層に中掫浮石粒 が混入する。［底面 ・壁］

長軸方向の断面では、 底面 はやや起伏が あ り、西側 に向か って傾斜す る。壁 は底面か ら垂直 に立ち上

が り、開 口部付近で外 反す る。短軸方 向の断面では、壁はやや外傾 して直線的 に立 ち上が り、開 口部

付近で外反する。 地滑 りによ り、 開口部か ら下部の約 １ｍが南方向に約２０㎝ ズ レている。

第 １０号土坑 （第 ４図）

［位置 と確認］調査区南側 の平坦地、Ｍ －４６・４７グ リッ ドに位置す る。第Ⅳ層面で検出 した。［平面形 ・

規模］平面 形は楕 円形で ある。規 模は開 口部長軸 で４．２ｍ、幅 ９０㎝ 、底面長軸 で３．８ｍ、幅 １０㎝、深

さは１．２ｍである。 ［堆積土］ ７層に分層 され る。第 ２層で中掫浮石粒の混入が ある。 ［底面 ・壁］ 底

面 は中央部 に段差があ り、両端 よ り中央が高 くな って いる。長軸方向の断面 では、壁 は底面か らやや

外傾気味 に立ち上がる。短 軸方 向の断面で は、壁 は底面か ら中位 まではほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口

部 に向け外側 に開 く。 地滑 りのため、 開 口部か ら下部約 １ｍが南 に向かって約 １５㎝ ズ レて いる。

第 １１号土坑 （第 ４図）

［位置 と確認］調査 区東側 の平坦地Ｋ ・Ｌ－４７グ リッ ドに位置する。第Ⅳ層面で検出 した。［平面形 ・

規模］平面形 は概ね楕 円形であるが、西半は拡が って いる。規模 は開口部長軸 で３．１ｍ、幅５５㎝ 、底

面長 軸で約 ３ｍ 、幅２６㎝、深 さは７４㎝で ある。［堆積 土］ ８層 に分層 され る。黒色 土 と黒褐色土 を主

体 にす る。第 ２層 と第 ６層 に中掫浮石粒 が多量 に混入す る。［底面 ・壁］長軸方向の断面では、壁は底

面か ら緩 く直線的 に立ち上がる。 短軸 方向の断面で は、壁 は底面か ら中位 まで垂 直に立ち上が り、開

口部 に向か って外側 に開 く。底面はほぼ 平坦 である。

第 １２号土坑 （第 ３図）

［位置 と確認］調査 区東側の平坦地 Ｋ－４８グ リッドに位置す る。第Ⅳ層面で検 出 した。［平面形 ・規模］

本遺構 の大部分が調査区外 に延びているため全体形 は不 明で あるが、平面形は楕円形 と推定 され る。

遺存す る部分の規模は、開 口部長軸で １．３ｍ、幅 ７２㎝、底面長軸で１．２ｍ、幅１４㎝、深 さ９２㎝ である。

［堆積土］ ５層 に分層 され る。黒色土 と黒褐色 土主体 である。［底面 ・壁］底面はほぼ 平坦 である。長

軸方 向の断面では、壁は底面か らほぼ 垂直に立ち上が り、 開口部で外反す る。短軸方向の断面では、

壁は底面か ら中位 まで直線的 に立ち上が り、 開 口部 に向か って外側 に開 く。

第１３号 土坑 （第 ４図）

［位 置］調査 区東側 の平坦地 Ｌ－４８・４９グ リッ ドに位置す る。第Ⅳ層面で検出 した。［平面形 ・規模］

トレンチによ り壊 して しまったが、平面形は楕 円形で ある。規模は、開 口部長軸で約 ３ｍ、幅７０㎝、

底面長軸約 ３ｍ、幅２０㎝、深 さ８６㎝ である。［堆積 土］ １３層 に分層 され る。全体 に、黒褐色土主体で

中掫浮石が混入す る。［底面 ・壁］ 底面は起伏が多い。長軸方 向の断面では、壁は底面か ら中位 にか け

てやや内側 に立 ち上が るが、中位か ら上位 にかけてはほぼ垂直 に立 ち上が る。短軸方向の断面で は、

壁は底面か ら外側 に開きなが ら立ち上がる。
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第 １４号土坑 （第 ４図）

［位置 と確認］調査 区南側傾斜地 の手前 Ｐ ・Ｑ－４１グ リッ ドに位 置す る。第 Ⅳ層 面で検 出 した。［平

面形 ・規模］平面形 は概ね楕 円形で あるが、 中央部 が内側 に括れ る。規模 は開 口部長軸で３．３ｍ、幅

９４㎝、底面長軸 で約 ３ｍ、 幅２０㎝ 、深さ１．２ｍである。［堆積土］ ２層 に分層される。黒色土が主体で

ある。［底面 ・壁］底面は両端 に比べ、中央 部が若干 高 くなって いる。長軸方向の断面では、壁 は底面

か らほぼ垂直 に立ち上が り、開 口部で外に開 く。短軸方 向の断面では、壁は底面か ら大き く外側 に開

きなが ら立ち上が る。南 の方 向に約３０㎝、第 １層 上面で確 認面か ら下位 に約２０㎝ の規模で地滑 りの

跡を確認 した。

第 １５号土坑 （第 ５図）

［位置 と確認］調査 区北側 の緩 い傾斜地 Ｕ－６２グ リッ ドに位置す る。第Ⅳ層面で検 出 した。［平面形 ・

規模］平面形は楕 円形であ る。規模は開 口部長軸で約 ３ｍ、幅６４㎝、底面長軸で２．７ｍ、幅１６㎝ 、深

さは約 １ｍである。［堆積土］ ６層に分層 される。第 ２層 と第 ５層に中掫浮石粒 の混入がみ られる。 ［底

面 ・壁］底面は ほぼ平坦 である。長軸方向の断面で は、壁 は東端 で底面か らやや内側 に立ち上が り、

開口部付近で外側 に開 く。短軸方向の断面では、壁 はやや外傾 して直線的 に立ち上が り、開 口部付近

で外側に開 く。

第 １６号土坑 （第 ５図）

［位置 と確認］調査区西側 の傾斜地Ⅴ ・Ｗ －６９グ リッ ドに位 置す る。第Ⅳ層上面で検 出した。［平面形 ・

規模］ トレンチによ り一部壊 されて いるが、ほぼ楕 円形 と思 われ る。規模 は、開 口部長軸で約 ４ｍ、

幅約 １ｍ、底面長軸で３．５ｍ、幅 １６㎝、 深 さ約 ２ｍであ る。［堆積土］ ７層 に分層 され る。全体 に中掫

浮石 を多量に含 む。［底 面 ・壁］底面 はほぼ平坦であ る。長軸方向の断面では、壁 は凹凸 を有 しなが ら

ほぼ垂直に立ち上が り、 開口部付近で外 に開 く。短軸方向の断面では、壁は凹凸 を有 しなが ら立 ち上

が り、 開口部付近で外側 に開 く。

第１７号土坑 （第 ５図）

［位 置 と確 認］ 調査 区中央 の平坦地 Ｐ ・Ｑ －４６・４７グ リッ ドに位置す る。第 Ⅳ層面で検 出 した。［平

面形 ・規模］平面形は楕 円形である。規模は開 口部長軸で４．２ｍ、幅７４㎝、底面長軸で３．８ｍ、幅１４㎝、

深 さは１．２ｍであ る。［堆積土］ ８層 に分層 され る。黒 色土 と黒褐色土 を主体 とす る。［底面 ・壁］ 底面

はほぼ平坦である。 長軸方向の断面では、壁 は底面直上でオーバーハ ング し、 開 口部 に向か って外反

す る。短軸方向の断面では、壁 は底 面直 上で垂直 に立 ち上が り、 中位か ら一度外側 に開いて緩やかに

な り、開口部に向か って外に開く。［出土遺物］堆積土 中か らⅣ－Ｂ類の土器 ７片が 出土 した。その うち、

６片 を第 ７図 に図示 した。７－１は 口縁の波頂部 に渦 巻状 の沈線文 が描かれ、横位 に展開 して い く。７－

２は丸味 を帯 びた波頂部 を持 つ折 り返 し口縁で、直下 に横位 に沈線 が入 る。 ７－３は、尖 先の鋭 い工

具で沈線 が横位 に ３条施文 され る。 ７－４ ・５ ・６は同一個体 である。 渦巻、弧状、直線 な どを沈線

によって表 している。底部付近 は無文で ある。胎土は砂粒 ・雲母 を多 く含 むが密で ある。

［小結］ 出土遺物か ら、縄文時代前期か ら縄文時代後 期前葉 までの間に構築 された もの と思われ る。

第 １８号土坑 （第 ５図）

［位置 と確 認］ 調査 区中央の平坦部 Ｑ ・Ｒ－４８グ リッ ドに位置す る。第 Ⅳ層面 で検 出 した。［平面形 ・

規模］平面形は、両端がやや膨 らんだ楕 円形で ある。規模 は開 口部長軸で３．６ｍ、幅６０㎝、底面長軸
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で 3．3ｍ、幅 10 ㎝、深さは 1．3ｍである。［堆積土］ 9 層に分層される。黒褐色土を主体とする。［底面・

壁］底面はほぼ平坦である。長軸方向の断面は、壁が底面からほぼ垂直に立ち上がり、開口部付近で

緩く外側に開く。短軸方向の断面では、壁が底面から凹凸を有しながら外側に開いて立ち上がる。

  第19号土坑 （第5図）

［位置と確認］調査区中央の平坦地Ｐ－49グリッドに位置する。第Ⅳ層面で検出した。［平面形・規模］

平面形は楕円形である。規模は開口部で 4．5ｍ、幅 96 ㎝、底面長軸で 4．1ｍ、幅 14 ㎝、深さは約 2ｍ

である。［堆積土］ 11 層に分層される。［底面・壁］ 底面はほぼ平坦である。長軸方向の断面では、壁

は底面からほぼ垂直に立ち上がり、開口部付近で外反する。短軸方向の断面では、壁は底面から中位

までほぼ垂直に立ち上がった後、括れを有しながら開口部まで外反する。



第２０号土坑 （第 ５図）

［位置 と確認］調査区中央 の平坦地 Ｐ－５０グ リッ ドに位置する。第Ⅳ層面で検出 した。［平面形 ・規模］

平面形は細長 い楕 円形 であ る。規模 は開 口部長軸で３．５ｍ、幅５４㎝ 、底面長軸で ３．３ｍ、幅 １４㎝、深

さは約 １ｍであ る。［堆積土］ ９層 に分層される。黒色 土が主体 である。［底面 ・壁］底面は、中央付近

が若干高 く、西側 に向かって落ち込んでいる。長軸方 向の断面で は、壁 は底面か らほぼ 垂直に立 ち上

が る。短軸方向の断面では、壁は底面か ら外側 に向かって緩やか にに立 ち上が る。

第２１号土坑 （第 ６図）

［位置 と確認］調査 区中央 の傾斜地 Ｔ－５６グ リッ ドに位置す る。第Ⅷ層直上面 で検出 した。［平面形 ・

規模］底面 は平坦で ある。 開 口部の径が約 １．２ｍ の不整 円形 である。 深 さは８４㎝で ある。［堆積土］ ９

層 に分層 される。 黒色土 と黒褐色土 を主体 に し全体的 に中掫浮石 を混入す る。［底面 ・壁］壁 は底面か

らほぼ直線的に立ち上がる。床面 中央 に径５㎝、深 さ２０㎝程度 の小穴 を ２個検出 した。

第２２号土坑 （第 ６図）

［位置 と確認］調査 区西側の傾斜地 Ｔ－６５グ リッ ドに位置する。 第Ⅷ 層直 上面で検出 した。［平面形 ・

規模］径が約 １．２ｍ の円形 である。 深さは９０㎝で ある。［堆積 土］ ５層 に分層 され る。黒色土 と黒褐 色

土 を主体 に し全体 に南部浮石 を混入す る。［底面 ・壁］壁は底面か ら直線的 に外 反 して立 ち上が り、中

位 か ら開 口部に向かって緩やか に外反す る。底面 はほぼ 平坦 であ る。床面 中央東寄 りに径８㎝、深 さ

１０㎝程度 の小ピ ッ トを ２個検 出した。

第２３号土坑 （第 ６図）

［位 置 と確認］調査 区中央平坦地 Ｐ ・Ｑ－４８グ リッ ドに位置 す る。第Ⅳ層面 で検 出 した。［平面形 ・

規模］開 口部で約１．８ｍ、幅１．５ｍ、底面 の径が約 １．７ｍの不整 円形である。深さは７０㎝ である。［堆積土］

６層 に分層 され る。黒色土 と黒褐色土が主体 である。［底面 ・壁］底 面はやや起伏が ある。壁は中位 に

括れ を有す るフラス コ状であ る。

［出土遺物］ 堆積 土よ りⅣ－Ｄ２の土器片 が ９片出土 した。そ の うち ６片 を図示 した。ＲＬ縄文 を横位

に回転施文す る断面の厚 い器形の土器 （７－７ ・１２） とＬＲ縄文 を口唇部 まで横位 に回転施 文 した薄 い

器形 の土器 （７－８ ・９ ・１０・１１） に分かれ る。

［小結］出土遺物か ら、縄 文時代 前期以 降に構築 された ものと思われ る。

第 ２節 竪穴遺構 （第 ６図）

［位置 と確 認］ 調査区南側 Ｎ－３８・３９グ リッ ドに位 置す る。 Ⅲ層下面で検 出 した。［平面形 ・規模］

不整 隅丸 方形で長軸４．４ｍ 、短軸２．６ｍで ある。［底面 ・壁］ 底面 はほぼ 平坦で ある。底面 中央 に深 さ

１３㎝程度のピ ッ トを １個検出 した。壁は底面か ら緩やか に立ち上が る。北西壁５９～７５㎝、南東壁５５

～５８㎝、 南西壁５７～６８㎝、 北東壁６０～６７㎝ である。［堆積 土］ 自然堆積 で、 ８層 に分層 され る。壁

際付近 の堆積土は 中掫浮石を多 く含 む。黒 ～黒褐色土主体 である。

第 ３節 焼土

第Ⅶ層面で ３箇所の焼土跡を検出した。各焼土はほぼ同規模であり、地面を掘 り込んだうえで火が

焚かれている。土層観察で褐色土中に焼土粒が混入していることから、ある程度の時間差で数度火が
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焚かれていた可能性がある。同層面では他の遺構は検出できず、単体の野外炉の可能性が考えられる。

本焼土の周辺から縄文時代早期及び前期初頭の土器が出土していることからこれ らの時期のものの可

能性がある。

第 １号焼土 （第 ６図）

［位置 と確認］調査 区中央 の平坦 地 Ｒ－４７グ リッ ドに位置す る。［平 面形 ・規模］長 軸６０㎝ 、短軸５０

㎝ の不 整円形で ある。［堆積土］焼土 は約１２㎝堆積 して いる。焼土 には周囲 の土が混在 してい る。底

面 はかな り起伏がある。 第 ２層には褐色土 と焼土が混合 して いる。

第 ２号焼土 （第 ６図）

［位 置 と確認］調査 区中央の平坦地 Ｓ－４７グ リッ ドに位 置す る。第 １号焼土 と約 １．５ｍ の間隔で隣接

して検出 した。［平面形 ・規模］長軸６０㎝、短軸５５㎝ の不整円形である。［堆積土］焼土 は約 １５㎝で あり、

第 ２層には褐色土 と焼土が混合 している。

第 ３号焼土 （第 ６図）

［位置 と確認］ Ｓ－４１グ リッ ドに位置す る。［平面形 ・規模］長軸６０㎝、短軸３５㎝ の不整形である。［堆

積土］焼土 の堆積 は ５㎝程度だが、かな り堅 くしまる。

第 ４節 道跡

第 １号道跡 （第 ８図）

［位置 と確認］調査 区中央の平坦地 Ｋ～Ｍ－４６～５０グ リッ ドに位置す る。 この部分 は、表 土直下 が

第Ⅳ層下面及び第 Ⅴ層面で、表土除去後 に非常 に堅 く踏み固め られた面を検 出 し土層観察 によ り道跡

と判断した。［平面形 ・規模］踏み固められた面には現代 の攪乱 が多数見受 けられたが、検出 した部分で、

最大幅約 ２．５ｍ、長さは約２２ｍ ある。全体 としては、緩 く曲が りなが ら、南側 調査 区外に伸びている。

旧国道の北側に検 出 されなかった ことか ら、 旧国道 に沿 って伸びて いる可能性がある。［堆積土］第 １

層か ら第 ４層は、第 Ⅱ層 に相 当す る土 で柔 らか く攪拌 されて いる。第 ５層以下は堅 く、特 に第 １１層

の上下 層は堅 くしまってい る。 また、第 ６層か ら第 １７層 まで の各土層 には砂粒や炭化 物を混入 した

層とグ ライ化 した層 もみ られ ることか ら、流水 にさ らされていた期間が数度あった と思われる。［小結］

時期 につ いては明確 にできないが、近接 してある伝法寺館跡 と集落、現国道が奥州街道であったこと

か ら、 これ につなが る道跡であ った可能性 がある。

第 ２章 遺構外出土遺物

第 １節 縄文土器 （第 ９図～第１１図）

本遺跡出土の遺構外土器は破片数にして８３９個出土 した。出土分布の状況は、調査区南側の４５～５０

グリッド付近での出土が目立った。また、遺跡内の堆積層での出土量は、第Ⅳ層の中掫浮石の下層で

第Ⅵ層からの出土量が最も多い。土器の年代は、縄文時代早期から後期の範疇に収まるものと思われる。
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第 Ⅰ群土器 縄文時代早期の土器

Ａ類 吹切沢式土器に相当する土器 （９－１～ ６）

貝殻を施文する一群である。 １～４ ・６は同一個体である。合わせて１１片出土 した。口縁は折 り

返し口縁で、上か ら棒状工具で刻目を入れる。 口縁直下には工具による横位の波状沈線を入れ、胴部

の文様は ５条単位の貝殻腹縁による横位の波状の押引文である。焼成は全体に良好で、土器内面は黒

褐色である。底部は剥離のため、全体の器形は不明である。 ５は胴部破片のみで型式を断定し難いが、

この類に含めた。貝殻腹縁による４条単位の押引文である。上記の土器に比べると砂粒 ・石英が多く

含まれる。焼成は堅く良好である。

第 Ⅱ群土器 縄 文時代 前期 の土器

Ａ類 長七谷地 Ⅲ群 に比定 される土器 （９－７～１２）

９－８ ・１０、 ９－１１・１２はそれぞれ 同一個体で ある。 ９－８ ・１０はＲ Ｌ縄文 を多方向 に施文 し縦位 ・

横位 の羽状縄文 に して いる。 ９－８は接合帯 付近 の剥 落 した部分 にも縄文 を施 文 して いる。 ９－１１・

１２は ＬＲ縄文 を主 として斜位 に施文 している。 ９－７は底部 が丸底風 尖底である。胴 部 に ０段多条 を

横位 に施文す る。 ９－９は ＲＬ縄文を横位 に施文 し、両面穿孔 して いる。

Ｂ類 前期前葉 に相 当する土器 （１０－１～ ３）

１０－１ ・２は 口唇部付近 まで撚糸文 を施 文 してい る。断面形 は 口縁付 近か ら下 がる につれて徐 々に

厚 みを増す。 １０－１の口唇 は面取 りしている。 １０－３は Ｒ Ｌ縄 文 を横位 に施文 して いる。断面 は非常

に厚 い。

Ｃ類 円筒下層 ａ式 に比定 され る土器 （１０－４ ・５）

破片 数で ４点 出土 した。 １０－４は 口縁 部が外傾す る器形で ある。 口唇部 に断面三角 形の工具による

刻目を横位 に入れる。 口縁部文様帯には結節縄文 を施文 し、胴部には横位 にＬＲ縄文を施文する。胎土 ・

焼成は全体 に砂粒 ・植物繊維が混入す るが良好であ る。 １０－５は胴部で ＬＲＬ縄文 を横位 に施文す る。

全体 に繊維 が多 く混入す る。

Ｄ類 円筒下層 ｄ式 に比定 され る土器 （１０－６～ ９）全て胴部片で木 目状単軸絡条体 を縦位 に

施文す る。 １０－７は縄 文施文後、 ヘ ラ状工具 によるナデ調 整が行われ る。 色調は １０－７が褐色で ある

他は黄褐色 である。胎土 も１０－７は植物繊維が多 く混入す るが、その他は、砂粒 の混入が 目立つ。

第Ⅲ群土器 縄文時代中期の土器

Ａ類 大木 ８ａ式に比定される土器 （１０－１０）

１点出土 した。口唇部に突起を持ち、口縁部がキャリパ ー状の器形である。調整は口唇部から口縁

にかけて丁寧に磨かれている。内面は横方向のケズリ痕がある。色調は内外面とも黒褐色であり、焼

成も良好である。

Ｂ類 円筒上層式に相当する土器 （１０－１１）胴部片で横位にループ文を施文する。胎土は植物

繊維を混入する。内面調整は縦位 にミガキを入れる。

－ １３１－
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